




「桑尋烈 型 ゑ督鰯 脅舜薩

で、郵 物慧執 願 蝦赫 、
第二副管長

ゴ ー ドン ・B・ ヒ ン ク レー

ツ の復活祭の季節 にあたり，私たちの祝

し う 「復活」 をされた方すなわ ち奇跡

の人，私たちの主，救 い主イエス ・キ リス

トについて少 し述べてみたいと思 います。
いや

主は病人 を癒 し，死人をよみがえらせ，足

なえを歩かせ，盲人の目を開けるという業

をされました。 しか し，キ リス トご自身と

いう奇跡に匹敵 する奇跡はほかにありませ

ん。私 たちは， ジェッ ト機 や長距離 ミサイ

ルを誇 り， しか もそれがすばらしいとされ

る虚 飾 と権 力 の世 界 に住 んでいます。そ

の誇 り，高慢 さは， シーザーや ジンギスカ

ン，ナポレオンやヒ トラーの時代 に不幸 を

もた らしたあの高慢 さと同 じものです。 こ

うした世 の中にあって，以下のことを認め

るのは容易 なことではありません。すなわ

ち，

ペツレヘムの村のかいばおけの中で生 ま

れた幼 な子，

ナザ レの大工 として育て られた少年，

制圧 された国の一市民，

この世 での行動半径がせ いぜい240キ ロ

程度の人，

学歴 もなく，大きな説教壇 から話 をする

こともなか った人，

家 もなく， お金 も持たずに歩 いて旅を続

けた人，

その人が まぎれ もなく天 と地 とその中に

ある万物 を造 りたもうた神であると認める

ことです。

多くの入々は，その方こそ私 たちの救 い

主であ り， その方のみ名 によってのみ私た

ちが救 われるということを認めようとはし

ません。 また，その方が今 までに例のない

永遠の事柄，神聖 な事柄 に光 と理解力を与

えて くださった ことも認 めようとしません。

さらに，そのみ教 えが無数の人々の行 ない

に影響 を及ぼすだけでなく，人 を保護 し権
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「それではキリス トといわれる

イエスは，どう したらよいか」

威を与 える政治体制や教育 と文化を向上 さ

せる杜会真理 にも霊感を与え得 るというこ

とをなかなか認めようとはしないのです。

もちろん，主の比類 ない模 範が世界のすべ

ての善 と平和の偉大 な力 となるということ

もです。

今 から約2千 年 前 にポ ンテ オ ・ピラ ト

が尋ねたことを， ここで もう一度 くり返 し

たいと思います。「それではキ リス トといわ

れるイエ スは， どうした らよいか。」(マ タ

イ27：22)確 か に， このことを自分 自身に

問いかけてみる必要 があ ります。キ リス ト

といわれ るイエスについて，私 たちは何 を

したらよいのでしょうか。 そのみ教 えにっ

いてはどうで しょうか。 どうしたらそれを

私たちの生活に欠かせないものとすること

ができるで しょうか。 このことについて少

し考 えてみたいと思います。

キリストは与えることの模範です 御父

は御子を与えてくださ り，御子はご自分の

命を私たちに与えて くださいました。与 え

ることなくして真のク リスヤンとしての精

神 はなく，犠牲なくして真の礼拝 はないの

です。

私 はアイダホ州 のあるステーキ部大会で

聞いた経験談 を思い出 します。その地域 の

ある農家の人が必要 に迫 られて増.築の契約

をしていました。3，4日 後，そこの父親

が建築業者 に会い，こう言いました。「契約

を取 り消 したいのですが， よろしいでしょ

うか。昨晩，監督から息子の ジョンに伝道

の話があったのです。増築 はしばらく見合

わせることにします。」これに対 して業者の

返事はこうで した。「息子さんが伝道 に行 か
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れるんですね。任せて ください。戻 って来

たときに入れるようにこちらで何 とかしま

しょう。」これこそク リスチャンの精神なの

です。福音を説 くために息子を伝道 に送 り

出す家族，そ してその家族の問題を解決 す

る手助けをしてくれる友人たち。

それでは，実際にキリス トといわれるイ

エスについて私たちは何をすればよいので

しょうか。困っている人々を助 け，主の永遠

の真理の 目的を宣べ伝 えるために自己を捧

げ，財産 を捧げ，思 いと体力 を捧げるので

す。 これこそ真 のク リスチャン精神 の真髄

なのです。

キ リストは創造主です 救い主の ことを

考 えると，必ずヨハネの言葉が浮かんでき
ことば

ます。「初めに言があった。言 は神 と共 にあ

った。言は神であった。 この言は初めに神

と共にあ った。すべての ものは， これによ

ってできた。できたもののうち，一つとし

てこれによらないものはなかった。 この言

に命があった。そしてこの命 は人の光 であ

った。」(ヨ ハ ネ1：1-4)こ れ はすべて

の良 きもの，美 しきものを創造され た方 に

ついて書かれたものです。私 は青空 にそび
そうこん

え立つ荘厳な山々を見ては天 と地の創造主

イエスのことを思いました。 また太平洋の

島の浜辺 に立って，金色 に輝 く太陽が 白や

ピン久 む らさきの雲に囲 まれながら昇 っ

てくる劇的な夜明けを目のあたりにして，

イエス に思 い をはせ ました。 イエスの言

葉 によ ってすべ ての ものが造られ，造 ら

れ た ものの中で イエ スの手 によらないも

のは何 もないのです。私 は， きれいな目を

した，汚れを知 らないかわいい子供 たちを
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「それではキリス トといわれる

イエスは，どうしたらよいか」

見ては創造の偉大さ，奇跡 に驚かされ ます。

では，私 たちはキリス トといわれるイエス

について何 をしたらよいので しょうか。

この地球 はキ リス トによって造 られたも

のです。その地球を醜 くすることは， キリ

ストのみこころに背 くことにな ります。同

様に私 たちの体 も創造主 によって創 られた
はずかし

ものであり， その体を辱めることは，キ リ1

ス トご自身を辱めることになるのです。

キリス トによって永遠の生命がもたらさ

れます キリス トが世 に来て人々 と共に生

活 され，命 を捧 げて復活の初穂 とな られた

ように，キ リス トの願いによってすべての

人が不死不滅 となります。死は避け られ ま

せんが，死 のとげは抜かれ，墓 は勝利 にの

まれてしまうのです。「わたしはよみがえ り

であり，命である。わたしを信 じる者は，

たとい死んでも生きる。 また，生 きていて，

わたしを信 じる者 は， いつ まで も死 な な

い。」(ヨ ハネ11：25-26)
ひっぎ

ある若者の棺の前 に立 ったときのことを

思 い出します。彼は，輝 かしい将来 を約束

されてい ました。高校生の頃の彼はスポー

ツ選手で，大学時代 は優秀 な学生で した。

また， だれからも慕 われる立派な青年で し

た。 その後彼 は伝道に出 ました。彼 と同僚

の宣教師がハ イウエーを走っていたところ

へ，反対方向から来た1台 の車が車線を越

えて彼 らの車 に衝突 したのです。彼 は1時

間後 に病院で亡 くなりました。説教壇の所

に立って彼の父親，母親の顔を見た私は，

心 の中 にそれ まで感 じた こ とのない強い

確信 を得 ま した。私 は，彼の棺 に 目をや

りながら， この若者は死んだのではなく王
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の永遠のみ業の働 き手 として別 の場所 に移

されただけなのだと確信 したのです。

では，私 たちはキ リス トといわれるイエ

スについて何 をした らよいので しょうか。

私たちもいつの 日か 「今持 っているような

知識を保 ち，明 らかに自分 が持 って いる一

切の罪を思いめぐらしてそのまま神の御前

に引 き出される」(ア ルマ11：43)こ とを心

にとめて，生活 していこうではありません

か。「永遠 に生 きる」ことを心にとめて 「き

ょう」 を生 きようではあ りませんか。また，

この世の生活で身につける英知，美，真理，

善の原則は， どれも復活のときにともによ

みがえるという確信を持 って生活していこ

うではありませんか。

キリストは慈悲と愛，そして特に赦しの

すばらしい模範です 「見よ，世の罪 を取 り

除く神 の小羊。」(ヨ ハネ1：29)キ リス ト

のみ教 えやその比類 ない模範がなかったと

したら，私たちの生活はどんなに味気ない

乏 しいものとなるで しょうか。 もう一方の
ぽお

頬を向けること，2マ イル行 く精神，戻 っ
ほうとう

て来 た放蕩息子 の教訓，その他数 多くのす

ばらしい教 えは，幾世代 にもわたって人間

の無情 さの中か ら親切心 と慈愛を引 き出す

媒体 となってきました。

キ・リス トが忘れ去 られている所では，残

虐 さが人々を支配しています。反対 にキ リ

スとが受け入れられ，み教えが守 られている

所 では，親切 と寛容が人々を治めています。

では，キリス トといわれるイエスについて

私 たちは何 をすればよいので しょうか。「人

よ，彼はさきによい事のなんであるかをあ

なたに告 げられた。主のあなたに求められ
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る こ と は ， た だ 公 義 を お こ な い， い っ く し

み を 愛 し， へ り く だ っ て あ な た の 神 と 共 に

歩 む こ とで は な い か 。」(ミ カ618)
ゆえ なんじ

「この故にわれ汝らに告 ぐ
，汝 ら互 いに

ゆる あやま

赦 し合 うべ きな り。 そは，人その兄弟の過

ちを赦さざれば，その人主の前 に罪に値 す
さら

る故 にして，そは更に大いなる罪なお彼に
あ
在 ればな り。」(教 義 と聖約64：9〉

キ リス トは平和を与 えてください ます

私 は何年 か前にヨーロッパにいたときのこ

とを思い出 します。 当時，大都市の通 りは

戦車が往来 し，学生たちは機関銃の恐怖に

さらされていました。私は12月 のある日，

スイスのベル ンの駅 に立っていました。午

前11時 に， スイス中の教会 の鐘 が鳴 り出し，

鐘が鳴り終わる とすべての車が止まったの

です。ハイウエーを走っている車 もバスも

電車 もみ な止 ま りま した。大 きなほら穴

のような駅 もすっか り静 まりかえっていま

した。私は ドアの向 こうの広場 に目をやり

ました。向かい側のホテルで働 いている人

人 も帽子を取 って足場 の上 に立っていまし

た。 自動車 もみな止 まり，男性 も女性 も子

供たちも皆降 りて，かぶっていたものを取
けい

って頭 を下 げていました。 この3分 間の敬
けん

凄な沈黙が終わると，食料 品や衣服，薬 な

どを積 み込んだ トラックの一団がジュネー

ブやベルン，バーゼル， チュー リッヒから

困っている東側の国々へ向けて出発 したの

です。 そしてスイスの入口は，難民たちの

ため に解放 されていました。

12月 のその朝 にそこに立 っていて，私 は

一方の国では学生 たちが撃たれ る制圧的な

権力 を目にし，もう一方の国では，頭 を下げ
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て敬慶な祈 りをし，援助 と救いの手を差 し

のべに向かうキ リス ト教徒 たちの精神 に触

れ， その不思議 なまでに対照的 な姿に驚か

されて しまったのです。ではキ リス トとい

われるイエスについて私たちは何 をしたら

よいで しょうか。「あなたがたは，わたしが

空腹 のときに食べさせ，かわいていたとき

に飲 ませ，旅人であったときに宿 を貸 し，

裸であったときに着せ，病気のときに見舞

い，獄 にいたときに尋 ねて くれた・か らであ

る。」(マ タイ25：35-36)

イ エ ス ・キ リス トは単なる儀式の象徴で

はあ りません。神の御子，地の創造主，旧

約聖書 のエホバ，モーセの律法を成就 した

方，入類の聴 い主，王の王，平和 の君なの

です。私は， この末 日の人々が祝福 されて，

さらに強い確信 と確かな知識をもってキリ

ス トを知ることがで きることを永遠の御父

に感謝 したいと思 います。私 は， キ リス ト

がその比類ない福音の真理 を完全 な形で再

び示 してくださったことを感謝 しています。

さらに福千年 の幕開けとして，大いなる栄

光 と力のうちに起 こるご自身の再臨 に人々

を備 えるため，神権 と教会 を回復 して くだ

さった主に心から感謝 しています。 ひとつ

の民 として，私 たち末 日聖徒 はキリス トが

確 かに生 きておられることを知 っています。

またキ リス トご自身から直接確 かな指示 を

受 けることができます。私 はそのことを非

常 にうれしく思 います。
つ な

「さて
， この子羊に就 きて為 されたる様
あげ く

様 の証 の挙句， われ らの為 す最後の証 はす
これ

なわち 『主 は実 に生 きた もう』 こと是な り。

われらは，彼がすなわち神 の右 に座 した も
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「それではキ リストといわれる

イエスは，どうしたらよいか」

ひとりご

うを見たり。 また，御父の生 みた もう独子

な りと証 したもう声 を聞け り。す なわ ち
もろもろ

諸々の世界は彼の手により，彼の手 を経て，
よ

また彼に因 りて先 に作 られ， また現 に作 ら

れ，これに住 む者たちも皆神 より生れたる

息子と娘 なることを証 したもう。」(教 義 と

聖約76122-24〉

これこそ，全人類 に対 する私 たちの証で

あ り，世 の人々への私たちか らの贈 り物，

祝福です。 キリス トは私 たちの喜 びであり

救いです。 これらの真理 を人々と分 かち合

うとき，私 たちの生活 はよ り大きな意義 を

もったものとなるに違 いあ りません。

ではキリス トといわれるイエスについて，

私たちは何 をしたらよいで しょうか。キ リ

ス トご自身についてよく知 り，キ リス トに

ついて証 をしている聖典 を学ぶ ことです。

またキリス トの生涯 と使命の奇跡に思いを

はせてみることです。そしてもう少 し熱心

にキ リストの模範に従い，み教 えを守 るこ

とです。

キリス トに従 うことによって，私 たちは

御父のもとに帰 ることができ，永遠の生命

を受けることがで きるのです。 これ らの こ、

とをイエス ・キ リス トのみ名により証 いた

します。アーメ ン。

ホームティーチャーヘの提言

強調点 ：ホームティーチングの とき，以下

の点を強調するとよい。

1.私 たちは絶えず 「キ リストといわれる

イエスについて自分 は何 をするこ之 が

できるか」 と自問すべ きである。み教

えについてはどうだろうか。どのよう

にした ら主のみ教えを生活に定着 した

ものとすることができるだろうか。

2.キ リス トは与えることの模範である。

御父は御子 を，御子はご自分の命 を私

たちに与えて くださった。与 えること

なくして真 のクリスチャンとしての精

神 はなく，犠牲なくして真の礼拝 はな

い。

3.キ リス トは創造主 である。善 きもの美

しきもの 「すべてはかれによってでき

た」のである。

4.キ リス トによって永遠の生命 がもたら

される。 キリス トは復活の初穂 となら

れた。キ リス トのおかげですべての人

が永遠に生 きることができる。
ゆる

5.キ リス トは慈悲 と愛， そして特 に赦 し

のすばらしい模範 となられた。

6.ひ とつの民 として，私 たち末 日聖徒 は

キリス トが実在 されるお方 であること，

また私たちのためになる確 かな指示を

キリス トご自身から直接受 けられるこ

とを知 っている。

話し合いのための提案

1.救 い主 に対 するあなた個人の気持 ちと

救 い主 の生涯の意義 について意見を述

べる。

2.

3.

この メッセージの中に，家庭 で読んだ

り話 し合 った りするの によい聖句や言

葉 はないだろうか。

創造主，照い主 としてのキ リス トに関

して，定貝会指導者や監督 から家長に

あてられたメッセージはないだろうか。
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… 一1

それほど

神 は世 を愛 して
くだ さった

大管長

スペ ン サ ー ・W・キ ン ボー ル

教
会の大管長 に召 される以前，私 は十

二使徒定員会 の会員 として，南 アメ

リカ諸国をまわ り，聖徒 たちの集会 に出席

する責任 を受 けていました。私 たちは行 く

先々で政府の方々や記者 団か ら快 く迎え ら

れ ました。

そうした中で，ブラジル最大の新聞社 の

ひ とつの代表者か ら出 された質問は，私 の

興味 を引きました。彼女 はその前 日の 日曜

日に，福音の回復に関する少 々力の入った

私 の説教 を聞いていたのです。彼女 は私 に，

なぜ キリス トは十字架 にかけられたのかと

尋ね ました。「それはキリス トご自身が『わ

れは神 の御子 なり』 と言われたからです。」

私 はそう答えました。そのあと，彼女の口

から出た言葉 に，私 はシ ョックを受 けまし

た。彼女はこう言 ったのです。「キ リス トが

その ようなことを言 うはずはありません。

キ リストは神の御子などではなかったので

す。」

冗談か と思い，私 は一瞬彼女 の目をのぞ

きこみました。 そして彼女が笑顔 を見せる

のを待ちました。 しかし笑顔は見 られませ

んでした。 そこで私 は彼女 にはっきりとこ

う言 ったのです。「キ リス トは確 かに神の御

子でした。ですか らご自分 は神の御子であ

ると言われたのです。」

その後 しば らくして，私 は南 アメリカ最

大のある都市の復活祭版 の新聞記事 を読 む

機会があ りました。 その記事 の作者 は，名

前のあとにい くつ も学位 を書 き連ねた，祭

司をしている人で した。私 はその記事を全

部読んでみました。記事 の中で，彼 は天地

の主，贈 い主，救い主 という呼び方 はいっ

さいせず，「イエス」という呼 び名だけを使

っていました。そ してナザレのイエスを，

大工の息子以上の存在 として述べている聖

句を2，3引 用 しただけで，彼 らのために

聖徒 の道/1984年5月 号 7



～～～～～～
貴い血を流 してくださったキリス トに対 し

て他のいかなる称号 も用いていませんでし

た。

そこを訪問中,私 は集会 に出席 していた

400人 の宣教師たちにこう尋ねてみました。

｢あ なたたちはキ リストを どう思 い
,ど う

言うことができますか。｣これに対 して,私

は若 い彼 らから400の 霊 感 あふれ る確 信 に

満ちた真実の証 を聞 くことがで きました。

私 はパウロの言 った言葉 を思い出 します。

｢兄 弟たちよ
。わたしもまた,あ なたがた

の所 に行 ったとき,神 のあかしを宣べ伝 え

るのに,す ぐれた言葉 や知 恵を用いなかっ

た。なぜな ら,わ たしはイエス･キ リス ト,

しかも十字架 につけられたキ リス ト以外 の

ことは,あ なたがたの間では何 も知 るまい

と,決 心 したからである。｣(1コ リント2:

1-2)

主 イエス･キ リス トに触れずに,ど う し

て本当の復活祭 を祝 うことができるで しょ

うか。そう,悪 霊 でさえイエスがキ リス ト

であることを知 っているのです。あるとき,

悪霊 たちがやって来て次のように叫びまし

た。｢『あなたこそ神の子です』……しか し,

イエスはかれらを戒 めて,物 を言うことを

お許 しにならなかった。彼 らがイエスはキ

リス トだと知 っていたか らである。｣(ル カ

4:41)ま た別の ときには｢悪 霊がこれに

対 して言った,『イエスな ら自分 は知 ってい

る。 パウロもわかっている。だが,お まえ

たちは,い ったい何者だ。』｣(使 徒19:15)

そ してまた別のときに,｢彼 らは叫んで言っ

た,『神の子 よ,あ なたはわたしどもとなん

の係 わりがあるのです。まだその時ではな
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ころを見せず，すぐに諸会堂でキ リス トの

ことを語 り，「イエスこそ神の子であると説

きはじめ」 ました。

聖職者たちは，なぜ聖 なる御方をイエス

とだけ呼 び，他の神聖な呼び名で呼 ぶこと

を故意 に避けるのでしょうか。

世 の中には， イエスという名前の人が大

勢います。 スペイン語 を話す国々では，あ

ちこちでその名前に出会います。彼 らは「ハ

ーサ ス」と呼んでいますが，それは 「イエ

ス」という意味 なのです。 しかし，光の君，

私たちの救 いの源 となられたイエスはただ

おひとりです。

ジョセフ ・ス ミスはこのように言ってい
ただなか

ます。「私は実際に光 を見た。その光の唯中

に二人の御方を見た。 そしてその方々は真

実私にお言葉をかけたもうた。私が示現を

受 けたと言うために憎 まれまた迫害せられ

ても， なおそれは真実である。 そして私が

この ように言 うために，人々が私 を迫害 し
ののし あくこう

罵 り偽 ってあらゆる悪 口をあびせている間

に，私 は自分の胸の中で語 るようになった
な ぜ
『何故真実 のことを話 すか ら私 を迫害 する

のか。私は本当に示現 を受 けたのだ，私が
さか

どうして神 に抗 らえようか。何故世の中の

人は，私が本当に見たものを見ないと言わ

せようと、思うのか。私 は示現 を受 けたので

あるか らそれが事実であるのを身を以て知

っている。私 は神がそれを知 りたもうこと

を知 っている。私 はそれを打 ち消 すことは
あえ

できなかった。 また敢 て打ち消そうともし

なかった。私は少な くとも，本 当にあったこ

とを打ち消すならば神 の怒 りを受 けて罪の

宣告 を受 けることを知っている。」(ジ ョセ

フ ・スミス2：25)

弟 子 たちが 「人々は人の子をだれと言っ

ているか」 と尋ね られたとき， ペテロが何

と答 えたか覚 えているで しょうか。彼 らは

声を上げて，人々は彼 をエ リヤまたは予言

者のひとりであると言 っていると答えまし

た。 それから主 はもう一度 お尋ねになりま

した。「それではあなたがたはわたしをだれ

と言うか。」私は， このときの主の人を見抜

くようなまなざし，すばらしい期待 に満ち

たまなざし、を思 い浮かべることができます。

そして，それに対する答えは， すべてのも

のの中で最 も心 を打つ，厳 かな もの となり

ました。「あなたこそ，生ける神 の子キ リス

トです。」そしてそれに続 く次の言葉 も決 し

て見過 ごされてはな りません。「あなたにこ

の事 をあらわしたのは，血肉ではな く，天

にいますわたしの父である。」(マ タイ16：

13-17参 照)

言 い換えれば，人がこのことをあなた方

に語ったのではなく，御父が啓示 としてお

与 えになったということ， すなわち偉大な

啓示によってそのことを知 った ということ

です。

私は， この世 のすべての男性，女性，子

供たちに向けられている主のこの問いかけ

を，400人の宣教 師たちにしてみ ました。「あ

なたがたはイエスをだれと言うか。」これに

対 して彼 らはそろって 「イエスこそ，生け

る神の子キ リス トです」 と答えてくれ まし

た。私 は心からうれ しく思います。

確かにイエスはキ リス トであ り，生ける

神の生ける御子です。私 はこのことを皆さ

んに証 いたします。

10
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系図と神殿事業

紘

乃

髭

ハ

笈 乃

ジョー ジ ・D・ダ ラ ン ト

L__________________________』

目 近私は，系図部の管理部長をしてい

取 る七+牒 一定員会会長会の・イデ

ン・G・デリック長老 と話す機会があり，彼に

こう尋ね ました。「系図 と神殿事業 とは，

どういう関係 にあるのでしょうか。」

彼の返事 はこうでした。「片方 だけでは成

り立たないということですよ。」系図と神殿

事業，確かにこれは片方だけでは成 り立た

ないのです。 このふたつは，死者の貝費いの

ために主が定められたもので，決 して分か

っことのできないものです。末 日聖徒 にと

って，家族 の系図 を調べることは趣味以上

のものでなければなりません。永遠 という

観点に立 ってみると，系図だけを考慮 し，

神殿事業 を考慮に入れないのは(ま たは神

殿事業にだけ目を向け， もう一方の系図を

無視することは)，ボール半分で遊 ぶような

まったく意味 のないことなのです。

中には， そのボールの上半分 とでもいう

神殿事業の方が，本質的により神聖で大切

なものと思 っている人が少なからずいるよ

うです。 しかし転 がるボールに上下の別 は

あ りません。私は教会員が次 のように言う

のを聞いた ことがあります。「神殿に行 って

神聖な儀式を受けるのはいいんですが，系

図にはどうも興味がわかないんです。」また

このように言っている人もいます。「できれ

ば生涯ずっと系図の仕事 を続けたいんです。

とてもや りがいのある仕事ですから。系図

図書館 の開館時刻から閉館までずっと中に

いたいくらいですよ。」もし私たちの意見が

このどちらかだとしたら，神殿に非常 に多

くの人々の名前が残されて しまうか， また

は名前 を持 つ人の長い行列 が神殿 にできて

しまうでしょう。

十二使徒定員会 のボイ ド・K・ パッカー

長老は， このふたつの関係を次のような言

葉 ではっきり述べています。「系図を心から

大切 に思 う気持 ちがなけれ ば，神殿の儀

式を尊、言に とはできません。系図は神殿に

とって基本的な奉仕の業 なのです。 その系

図プログラムが成功 しなければ，神殿 は開
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けておくことができなくなるのです。」(「聖

なる神殿」p.224)

同 じくパ ッカー長老 は，1975年10月 に，

地区代表たちに次の ように言 っています。

「過去2カ 月間に，私たちはたくさんの

大祭司のグループを訪問 してきました。 そ

して主に，彼 らの話に耳 を傾 けてきました。

それは大祭司定員会が， この業 にどれだけ

力を注いでいるか，あるいは逆になぜ力を

入れていないかを知 るためでした。 これは

非常 におもしろい調査 とな りました。

まず，私 は39名 の教養 ある金銭的 にも恵

まれた人々(多 くはすでに退職 した人々で

すが)か ら成 る大祭司グループ を訪問 して

みました。昨年中に，彼 らは神殿で，1，122

件 のエ ンダウメン トの責任を受けていまし

た。 ところが，その期間中に彼 らが自分 の

親族 の記録 を自分 たちで調べて提出 したの

は， たった2名 の記録 だけでした。 しかも

そのうちのひと りは， まだ神殿の儀式のた

めの承認を受けていませんで した。 これが

実状 なのです。教会の系図の仕事 は，その

ほとんどが，系図に関心を持っている人，

系図探究を喜 びとしている人， そして献身

的に系図探究に取 り組んでいる少数 の人々

に限 られているのです。」

ちょうど，砂漠の中のイスラエル人たち

に毎朝マナが与 えられたように，私 たちの

中にも，努力 しなくても，神殿 に行 けばい

つで も儀式 のための名前が用意 されている

と思 っている人がいるようです。

しかし，私たちは自分 の親族 を探究 し，

自分の亡 くなった先祖の儀式を受けるため

に神殿 に行 けるよう， 自分 自身の親族の名

前を提出すべ きです。主は，僕 たちを通 し

て，私 たちや私 たちの家族 に，神殿の儀式

は自分 の先祖のために行 なうものであるこ

とを教 えて くださっています。故マーク ・

E・ ピーターセン長老はこのことを強調 し，

次の ように述べています。「では，私 たちの

責任は何で しょうか。いや しくも福音に従

っていると自負するのであれば，私 たちは

皆死者を探究し，彼 らのためにそれらの救

いの儀式 を執 り行 なわなければな りません。

『神殿 に行 っている』というだけで責任

を果た していると思 っている人が大勢いる

ようですが， それは正 しくありません。 も

ちろん，神殿に行 くことは大切です し，た

びたび行 くべきです。 まだ自分の先祖の記

録 がそろっていない人たちは， 自分 の先祖

の記録 を調べなが ら他の人の先祖の救いの

助 けをさせて もらうのです。

しかし，私たちが自分 の亡 くなった先祖

のためでなく，他 の人のために神殿 に行っ

ているとしたら，それはほんの一部分 しか

義務 を果 たしていないことをよ く知 ってお

かなければなりません。なぜなら，私たち

は特 に自分 自身の亡 くな った親族 を救 い，

聖 なる神権の力によって各世代 の人々を共

に結 び合 わせるよう求め られているからで

す。

『神殿に行 く』だけで責任 を完 うできる

という考えは捨 てなければなりません。 そ

うではないのです。 それだけでは十分 とは

言えないのです。

神 は私たちに， 自分の家族， 自分の親族

を救 うという責任 を課 して お られるので

す。」(「大会報告」1976年4月)

あ なたは今 まで， 自分の祖父や曾祖母の

ために神殿 に入 り，深 い感動 を覚 えたこと
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があるで しょうか。 またその ときの ことを

想像 することができるで しょうか。霊的経

験 と呼べるもので， このような経験ほど貴

いものはあ りません。私 たちが亡 くなった

先祖 の系図を探究し，彼 らのために神殿 に

行 くこと以上 にその ような霊的な気持 ちに

させてくれる教会活動は他にないのです。

これに関 して，パッカー長老 は次 のよう

に述 べて います。「この業 に携 わる教会員

は，必ずや霊的に感化されます。そこには

エライジャの霊が満 ちているからです。私

たちは，各世代間の永遠 のっなが りに目を

向けるとき，生活に押 し入る細々 としたこ

とやささいな悩 み，問題 に対 して正しい見

方がで きるようにな ります。そしてよ り忍

耐強くなるのです。 もし，威厳 や知 恵，霊

感，霊性 に包 まれた生活を望むなら， みず

から神殿 と系図の業に打 ち込むことです。」

(「聖なる神殿」pp.224-25)

あな たや家族が探究し，作成 した記録を

神殿に送 り， その人たちのために神殿 に参

入するとき，神殿 での経験は特別 なものと

な ります。

私は会員たちから 「私の家族の方は， も

う全員儀式が済んでいますから」 という言

葉 を聞くことがあ ります。冗談で言 ってい

るのな らそれもいいで しょう。 しかし，七

十人第一定員会のW・ グラント ・バンガー

ター長老 は次のように言 っています。「皆 さ

んの系図 は，完全 に終わったわけではあ り

ません。私の祖父母 は今 から55年 前 に，先

祖 のための神殿の儀式はすべて終 わったと

考 えていました。 ところが， その後私の家

族 は，さらに1万6千 人の親族の名前を探

しあて ました。」(「聖徒 の道」1982年7月

号，p，125)

改宗 したばか りの人や今まで系図をおろ

そかにしていた会員たちにとっては，すば

らしい機会が待ち受けているわけです。畑

は早白くして刈 り入れを待 っています。も

し毎年バプテスマを受 ける約5万 件の家族

が，それ ぞれ亡 くなった4代 までの先祖と

その先祖の亡 くなった子供たちの名前を神

殿 に送れば，少なくとも350万 人が毎年 これ

らの神聖 な儀式にあずかれるのです。

自分 の先祖 の記録 を提 出しようという気

持 ちを持 ち続けて ください。教会にはやる

べ きことがた くさんあります。 だからとい

って系図が他 のことを押しのけて良い とい

うわけではあ りませんし，系図が他 に押 し

や られて良いというわけでもあ りません。

一人一人が， また家族が努力 してよく整 っ

たプログラムを持 っていれば，自分 たちの

日頃の努 力だけで十分 に名前 を確保 し，亡

くなった先祖たちのために儀式を行 なうこ

とができるのです。 もちろん，私 たちは2

マ イル行 く精神で他の人々のためにも神殿

に入 らなければな りません。

デリック長老の言 うように，系図と神殿

事業 は確 かに相並 ぶものなのです。片方だ

けでは成 り立 たないことを知 るとき，大き

な祝福がおとずれます。この両方に携わって

初めて，私たちは死者 の瞭いという栄光 あ

る業 についている喜びを胸に満たすことが

できるのです。(ジ ョージ・D・ ダラント：

8児 の父親，教会神権系図部部長， ソル ト

レーク・シティー・オリンパ スマウ ンテン第

3ワ ー ド部監督〉，

聖徒 の道/1984年5月 号 15



π方糎夢いだ 芥畷 の

麓式 を乙で方 ぐ鹿ノ

テ リー ・リン ・フ ィッシャ ー

私
たち夫婦が結婚 して1カ 月 もたたな

いうちに，夫 に軍事教練の通知が来

ました。単身赴任のため，夫が留守の6カ

月間，私 はユタ州 プロボに残って働 きまし

た。それは私が思い描いた結婚生活 と違い，

夫は2千 キロも離れた所 で，顔 を見 に帰る

ことさえできないのです。私 はみじめな新

妻で した。

そうしたある晩，私は心 に語 りかけて く

る声を聞いて，深い眠 りから目を覚ましま

した。声に耳を傾けると， それは高祖父が

話しているのだとわかりました。少 しの間

そのまま横 になって耳 を澄 まし，考えまし

た。高祖父は自分の家族を自分 と結び固め

てくれるように言 っているのです。高祖父

は1800年 代 の中頃 に合衆国に住 んでいた人

です。ジ ョージ ・ウィルキーという名 で，

南北戦争 そのものと戦争前 の経済状態のせ

いで，愛する妻や4人 の息子 と遠 く離れて

生活しました。そして南北戦争に従軍 して

いる最中に死んでいます。

私 はジョージ ・ウ ィルキーが家の妻子に

あてて書 いた手紙や，父親の不在のときに

家族が送 った手紙を以前に読んでいました。

ジョージ ・ウィルキーの 日記 も読んだこと

があ りました。 その手紙や日記 には家族同

士の愛や会 いたい気持ちがよく表わされて

いました。私の先祖 は末 日聖徒 ではなく，

福音 の祝福 を受 けていません。今， この真

夜中に，ウィルキーおじいさんが来て私 に

言 うので した。 「テ リー・リン， どうか家族

を私 に結び固めてお くれ。永遠に一緒にい

たいのだよ。 どうか，お願 いだ，神殿 の儀

式 をしておくれ。お まえは今夫 と離れてい

るが， そのまま永遠に離れてしまうのを考

えて もみておくれ。恐ろしいことだ。私 は

妻 と結 び固められたい。」そしてその声はふ

っつ りと消えて しまいました。私 はまずよ

く考 えることだと思い，寝たまま高祖父 の

ことを考 えました。系図 を調べなければい
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けないので，時間のあるときに始めること

に決め ました。 そしてまた眠 り始めました。

すると声がまたして， まったく同じことを

言うので驚 いてしまいました。 この ときは

系図の仕事 をすぐにするように私をせかす

のです。私 は系図についてとにかく何 かを

翌 日からしようと決心 しました。 ところが，

お じいさんは翌 日ではあてにな らないこと

がわかっていたので しょう。3回 目も私に

同 じことを言い， とにか く今何 かをするよ

うに言 うのです。

私 はどうなっているのかまったく信 じら

れ ませんでしたが，夜の夜 中に起 き出して

系図の仕事 を始 めました。雑多な書類 や記

録をより分 けて，最初 に必要な資料を見つ

け出 し，それから出生 や結婚や死亡の証明

書を請求する手紙 を書 きました。 そのとき

にできることを全部済 ませてか ら， ようや

くベ ッドにもぐり込みました。

こうして，私 は夫が留守の6カ 月の間に

系図の仕事 に熱心 に取 り組 みました。 そし

てついにいとこと一緒 に神殿 に行 って，高

祖父母の結 び固めを行 なうことがで きまし

た。神殿の中に高祖父母の家族 の存在 を感

じ，また， やっと彼 らが永遠 に結ばれて本

当に幸せになったことが胸 にひ しひしと伝

わってきました。

その後4年 間，夫はよく用事 で家を留守

にしました。私 は高祖父母 たちの日記 を読

んでは慰められ，励 まされたものです。高

祖父母 たちが似 たような状態を経験 したと

知 って，自分の生活を正 しい見方で見 るこ

とができたと思 います。彼 らがとて も身近

に感じられて，会 ったことはないのによく

知 っているような気がしました。高祖父が

聖徒 の道/1984年5月 号

知 らずに示 してくれた模範 は，今でもそし

てこれからも，私 にとって霊感の源となる

と思います。(テ リー・リン・フィッシャー：

3児 の母， ブリガム ・ヤング大学学生，B

YU第102ワ ー ド部初等協会副会長〉
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第
2次 世 界大戦が終わって数年後,私

の家族(夫,4歳 と2歳 の男児,私)

はユタ州のスパニッシュフォークに引っ越

しました。その家 に移 って半年ほとしてか

ら,私 は初等協会の託児のクラスの教師の

責任を頼 まれました。

私はとて も恥すか しか り屋で した。

教会員の家庭 に生まれたのてすが,教 会

で役職 を受けたことはありませんでした。

それて,知 り合 いだった初等協会の会長(レ

ヘ ッカ･ク リステ ンセ ン姉妹)に 言 いまし

た。｢と て も教 えられません。これまで教 え

たことなとないんです。｣会長 は私 が恥ずか

しか り屋 だ という ことだけてなく,子 供

好 きて ある こと もご存 じて した。彼女は

私 に愛 を示 して,や ってみ さえすればこ

の仕事 が好 きになるとおっしゃい ました。

私 は辞退 しました。 ところが彼女は椅子を

立 って出て行 くときに,次 の初等協会のと

てrきま:孟と6

イレイン･テ ィーズデール

轡

鞍
蕊

獣
臨
聾
薩

織 譲

雪 年

･騨h

嘱 隔潜
ま ヨ

駁
､鷲

欝驚 鍵

灘
籔

､､繋難
Fや 灘

･嘱･

撫､
藷r

ミう ヒ

編 辣繋脳

齢憲灘 ず

う

鼠堀
P
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きに一度だけ教 えて くださいと言 われたの

です。

彼女がいなくなってか ら，椅子の上 に彼

女が置 いていったテキス トがあるのに気づ

きました。返 さなければと思いましたが，

手はそれとは裏腹にテキス トを開 き，私 は

テキス トの中のすばらしいレッスンを読 ん

でいました。 それからは毎 日テキス トを返

そうとは思うのですが，会長 に何 と言えば

よいか考えるのが 日に 日におっくうになっ

ていきました。初等協会の 日はすぐにやっ

て来ました。 自分で レッス ンをするか， さ

もなければ レッスンをしてくれる人を捜 さ

なければならないので，私 は自分でテキス

トを勉強 し，準備 しました。「1回 だけ教え

て， あとはテキス トを返 そう」と考 えたの

です。

結局，私はそのクラスを3年 間教 えまし

た。 それから別のクラスを5年 教 えました。

ワー ド部がふたつに分 かれると，初等協会

の会長会 に召 されました。

以来これまでに，私 は指導者 としての役

職 をたくさん受けてきました。 ビーハイブ

のクラス指導者，若い女性 の会長，ワー ド

部扶助協会の副会長， そして会長，ステー

キ部扶助協会書記。 この ような召 しのおか

げで，私 は以前 よりはつ らつ として明るく

な りました。召 しを受けたために恥 ずか し

さを克服 し，隣人を愛することができるよ

うになったからです。それ もみな，信頼 し，

愛する指導者が本当に私 のことを思 い，最

初 の召 しに対 して 「いいえ」 と言わないよ

うにしてくださったおかげだと思います。

(イ レイン ・ティー ズデール1ユ タ州スパ

ニッシュフォーク在住)

聖徒 の道/1984年5月 号

πぞノみが雅1カf

いただ ぐ6の

ですカシ

チ ェリー ・G・ウル フ

あ
るとき母の リニー ・P・ ゴール ドが

私に話 してくれた経験 は， それから

の私 の人生に大きな影響を及ぼ しました。

第2次 世界大戦のあと， ドイツの貧 しい

人々のために衣類 を寄付 するように教会員

に呼 びかけがあったそうです。 そこで母 は

引き出 しや押 し入れから，捨てるには惜 し

くて取ってある古着 を集 めていました。 そ

のとき突然， 「それが私がいただくものです

か」 という声 を聞いたそうです。

「あっ
，いいえ」 と母 はすぐに大 きな声

で答えました。そ してすぐさま家 中で一番

上等な衣類を出 して きました。母 は翌 日印

刷 されることになっていたワー ド部新聞の

編集者 だったので，さっそく衣類 をつのる

、詩 を書 きました。新 聞を読 んだ人たちはそ

の呼 びかけに強く感動 して，たくさんの寄

付が集 まりました。

母が どうしてあのように気前 よく人に物

をあげるのか， どうしていつ も人のために

尽 くしているのか，今私 にはそのわけがわ

か ります。母 は主にそれを差 し上げている

のです。(チ ェリー・G・ ウルフ ：オレゴン

州 ヒルズボロ在住ン
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教
会員 になったばか りの方，あるいは

もうすぐ教会 に入ろうという皆 さん

にお話 したいと思います。

新会員の皆さん，末 日聖徒 イエ ス ・キリ

スト教会にようこそおいでくださいました。

パウロの言葉を借 りて こう申し上げたいと

思います。「あなたがたは，もはや異国人で

も宿 り人でもなく，聖徒 たちと同じ国籍の

者であ り，神の家族 なのである。…… キリ

ス ト・イエ スご自身が隅 のか しら石 であ

る。」(エ ペソ2：1920)

みた まを感 じてキリス トの教 えを受 け入

れた皆 さんは特別 な方々です。主 ご自身が

皆さんにっいて，「わが選民 はわが声 を聞
かたくな

き，その心 を頑 固にせざればな り」(教義 と

聖約29：7〉 と言 っておられるからです。

旧約聖書 の時代 に，神の選民はひとつの

国にまとまって生活 していました。予言者

がいて，』主が彼 らに語 り，導 いておられま

した。やがて彼 らはイスラエルの家 と呼 ば

れるようにな りました。 ところが時代を経
まんえん

るにつれて神 を忘 れる人が多くな り，蔓延

した悪のせ いで折々に民が世 界中に散 らさ

れてしまったのです。

しかし主 は，末の時代に 「散 らされ たイ

スラエル」 をかえりみて，故国に集めると

も言われました。

「わた しの群れの残 った者を，追いやっ

たすべての地から集め，再 びこれ をそのお

りに帰 らせよう。彼らは子 を産 んでその数

が多くなる。わたしはこれを養 う牧者 をそ

の上に立てる，彼 らは再び恐れることなく，

またおののくことなく，いなくなることも

ないと，主 は言 われる。」(エレミヤ23：3-

4)

この予言は皆さんについて， また皆 さん

がイエス ・キリス トの教会 に入 られたこと

について述 べているのです。皆 さんは 「よ

い羊飼 い」の声に聞 き従 った選ばれた民で

す。

では，今皆 さんの身の上に起 こっている

ことと， これか ら起 こることについて， こ

こでもう一度見てみましょう。

まず第一に，教会 に導かれるにあたって
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皆 さんに起 こったことは， どれ もキ リス ト

が中心 になっていました。次のように言 っ

た初期の二一フ ァイ人に共鳴 されることと

思 います。「私 たちはキ リス トの ことを話

し， キ リス トのことを喜び，キ リス トの こ

とを説教 し，キ リス トの ことを予言 し， ま

た私 たちの子孫 にどこに罪の赦 しを求める

かを知 らせ るため に……」(II二 一 フ ァイ

25：26)

皆 さんはごく初めの頃から，罪の赦 しを

得 るために水に沈められるバプテスマの準

備 をしてくださいと言われたことで しょう。

それ はイエ ス ・キ リス トの福音 を，誓約 や

戒 めとともに正式に受け入れることを意味

しました。

今， そのバプテスマが確 かなものである

ことを知 ってお られ ると思います。バプテ

スマの執行者 が 「権威 ある者 の按手によ

り」(信 仰箇条第5条 〉神か ら召された人で

あったからです。彼は自分 から立 ったので

はなく，神 から召されていました。

皆 さんは，教会 に入るに際 して大管長会

か ら示 された条件 を満 たしておられました。

バ プテ スマのあ とは天父 か らの最上の

賜 を受 け，それ を正 しい方 法で資格ある

人か ら授けられたのです。慰め主，真理の

みたまとも呼ばれる聖霊の賜です。宣教師

が主の教会の教 えを皆 さんに教 えた とき，

その神聖 な清めの力に気づかれたことと思

います。

宣教師が教 えと戒 めを伝 えたときに，そ

れが真実 であると自分でわかるように，主

に祈 ってくださいと勧めたことを，忘れない

でください。彼 らは近代 の啓示 を引いて1

主 がどのようにして答えられるかも告 げま

聖徒 の道/1984年5月 号
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し た。
うち

「汝心の中によく思 い計 り
，その後願う

こともし正 しか らば汝願わざるべか らず。」

(教義 と聖約9：8)
しか
「然 り
，見 よ，われ今汝に来 りて汝の心

とどま ち

の中に留るべ き聖霊 によりて汝の智 と情 に

告げんとす。」(教 義 と聖約8：2)

「これによりて汝にその正 しきを感ぜし

む。」(教 義 と聖約9：8〉

当時は十二 使徒定 員会会 員であったマ

リオン ・G・ ロムニー長老が， 自分が改宗

しているかどうかはどうすればわか ります

かと問われたときに， こう語っています。
いや

「聖きみたまの力で癒 されたときに
，人

は改宗を確信 します。そしてそれは， 自分

の心 にわき上が る思 いによってわかります。

なぜなら，ベンジャミン王の民が罪の赦 し

を得たときと同 じ思 いが，改宗 した人の胸

を満たすか らです。こうあ ります。『もはや

その罪の赦 しを受 けて良心が安 らかになっ

たか ら，主の 「みたま」がかれ らに下 って
みた

その心 が喜 びに満 された。』(モ ーサヤ4：

3)」(「 大会報告」1963年10月 ，p。25〉

バ プテスマのあと，聖霊 を受 けて，皆さ

んの生活に新 しい何かが加 わったはずです。

み たまの温 か さや平安 とと もに，一層の

忍耐 とさ らに深 い理解，大 き・な確信，以

前で あれば不 可能 と思 われ ることを成 し

遂げる力や自分 の価値 に対 する認識，周 り

の人々に対 する一層の理解，福音の原則に

より深 く感 じる心や聖典にっいての知識が

もた らされたことで しょう。

では，皆 さんはこの先に何を望むべきで

しょうか。 ある期間を置いたのちに，神殿

に行 きたいと思 われるで しょう。神殿の目

23



●新会員の皆さんへ

的のひとつは夫婦を永遠 に結 び固めること

です。つまり，「死がふたりを分 かつまで」

普通に結婚 した夫婦 は， この教会の神殿の

中でこの世か ら永遠 にわたって結び固めら

れるのです。

人間に対する神の計画の大 目的 は，神の

すべての子供たちのためにみもとに帰 る道

を備えることです。みもとに帰ることが永

遠 の生命なのです。イエスをキ リス トとし

て受け入れ，その福音の戒 めに喜んで従 う

人は，永遠 の生命への道を歩んでいます。

その永遠の生命 を受けるために必要な もう

ひとつのことは，永遠の結婚です。神殿で

の結び固め，つま り神殿結婚が行 なわれる

とき， その家族 も永遠 にな ります。言葉 を

換えれば，家族がひとつの単位 となって神

とともに生活するのです。また，福音に従

いなが ら結婚の機会がなかった人々も何 ひ

とつ失うものはないと，救い主が約束 して

おられます。神の計画は完全 だか らです。

神殿結婚の実際的な祝福 として，皆 さんは

現代社会の希少グループに加 わることにな

ります。社会学者 は米国内で3組 に1組 の
は たん

割合で結婚が破綻 していると言 っています

が，神殿で結婚 する夫婦の離婚率 は100組 の

うち10組 に も満たないほど低 いのです。イ

エス ・キ リストの福音がもたらす祝福 には

家族が永遠 に結ばれることとともに，教会

でしっか り基盤 を据 えた人々はこの世 にお

いても良い家族でいられるということが含

まれています。

皆さんは今，新会員 としてワー ド部や支

部の一員とな りました。皆 さんと同 じよう

に福音の中で成長 しつつある人たち， キリ

ス トのように生活 しようと努力している人
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たちの仲間に加 わ りました。ずっと以前か

ら教会員である人 たちもいます。 ほとんど

の人が最善 を尽 くして 日々進歩 しようと頑

張 ってい ます。 しか しそれで も良 くない

日々はあります。時には，大抵は故意にで

はないのですが，皆さんの気分を害する人

もいるで しょう。 そのようなときは， その

人を助 けるつもりで忍耐 して，腹 を立てな

いで ください。そして，問題 を克服するた

めの時間を与 えてあげてください。 こうし

た経験 はめったにないと思いますが， まっ

たくないとは言いきれません。

教会員 とよく知 り合 うようになると， だ

れとも仲 は良いで しょうが，背景 や趣味が

似 ていて特に気の合 う人が何人かできるこ

とと思います。監督 または支部長， それに

ホームティーチャーは， あなたが信頼を寄

せる人 となることでしょう。姉妹 であれば，

扶助協会会長 や訪 問教 師も力になって くれ

る人たちです。若人には若人の指導者がい

ます。教会員 の互いに持つ愛と理解が一一番

発揮 される場 は，ホームティーチャーや訪

問教師による家庭訪問です。まだその訪問

を受 けていない人は，間もなく話があると

思います。

新 しくて まだ教会 に慣れなくて も， 自分

がすで に最 も.すば らしい貢献をしていると

いうことを忘 れないで ください。皆さんの

活気 と新鮮 さが， ワー ド部 に新 たな息吹を

吹 き込んでいるのです。古 い教会員は言わ

ないかもしれませんが，皆 さんの周 りにい

ると楽 しいのです。皆 さんが心 をなごませ

る雰囲気を持っているか らです。古い教会

員 に証がないというのではなく，皆さんの

新鮮 な心が， 自分が改宗 したときの感動を



思い出 させて くれるのです。予言者である

スペンサー ・W・ キンボール大管長 も，皆

さんが教会 を活気づける大 きな働 きをして

いると語 っています。

新会員の皆さんは， それぞれの成長 に役

立つ課題 をこれから与 えられるでしょう。

証は強 いと同時 に壊 れやすいものです。か

げりのない明るさで燃えることがで きるよ

うに，証 を養い育てなければな りません。

心から祈 り，教会の集会に出席 し，什分の

一を納め，安 息 日を聖 くし，聖典 を読 むな

ど， すべての戒 めに注意を払 うことで，証

は養 われ ます。 そうすれば，聖霊の清めの

力が常 に皆 さんとともにあるで しょう。

最後 に，皆 さんは新 しい ということで，

教会員生活の長 い人よ りも遅れていると感

じるかもしれ ません。確かに学ぶべ きこと

はた くさんありますが， しかし別 の面 で，

主は生 まれたときか ら教会 で育った人と同

じ祝福 をあなたに恵 まれ ます。

主はその教えを，ぶどう園の労働者を雇

った主人のたとえ話で語 ってお られ ます。

ある家の主人が夜明けとともに最初の労働

者たちを雇 ったとき，主人は何 もしないで

立 っている人たちを見つけ， その人たちも

雇いました。12時 頃 と3時 頃 と5時 頃にも

また雇 いました。 その 日の終わ りに，労働

時間が人によってまちまちなのに，主人は

同額の賃金 を皆 に支払 ったのです。

労働者たちが不平を言 うと，主人 はこう

言いました。

「友 よ
， わた しはあなたに対 して不正 を

してはいない。 あなたはわたしと1デ ナリ

の約束 をしたではないか。 自分 の賃銀 をも

らって行きなさい。わたしは， この最後の
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みたまの温かさや平安とともに，

一犀の忍耐とさらに深い理解と

大きな確信がおとずれるのです。

★

者 にもあなたと同様に払 ってや りたいのだ。

自分の物 を自分 がしたいようにするのは，

当りまえではないか。」(マタイ20：13-15)

この印象的なたとえ話の教 えるところは

いろいろありますが，ひとつは，忠実 であ

りさえすれば，真理 を知 るようになったす

べての人に主が救いと昇栄 を同じように約

束 しておられるということです。 これは臨
ざん げ

終の臓悔ではないことに注意 してください。

たとえでは，主人の呼 びかけに応えてすぐ

さまぶどう園へ行 った全員 に， いつ主人の

声 を聞いたかということには関係なく，同

じ賃金 が払われたことが教 えられています。

早 くとも遅 くとも，呼びかけを聞いたのに

ぶどう園へ行 かなかった人 には，何 も約束

はないのです。

このたとえ話 は，主が新教会貝 も古い教

会員 も王国の責任に召され ることを示 して

います。 どの人 にもそれぞれ能力や可能性

があり，啓示 によって最適の役職 に神 から

召されます。それが，教会員生活の長い短

いをまった く考慮せずに行なわれることも

時にはあるのです。

教会員 としての知識や進歩にも同じこと

が起 こります。以前 には不可能 と思 ってい

たことが， みたまの賜のおかげでできるよ

うになった ということを，皆 さんも経験す

るで しょう。神権指導者の導 きや聖典 の教

えともあいまって， それは皆 さんにとって
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大 きな祝福 とな ります。

力のよりどころのひとつは，古 い教会貝

です。主はすべての教会員に，新 しい兄弟

姉妹をキリス トの福音の中で養 い，力づ け

るように勧告 してお られ ます。神 によって

結 ばれた兄弟姉妹 は，主が，「人をかたより

み」(使 徒10134)ず ， 全員にその模範に従

うことを期待 してお られ るのです。

使徒行伝 の10章 には，律法 に従 う人はだ

れでも主 に受 け入れ られ るということを，

ペ テロが悟 る に至 った いき さっが書かれ

ています。 ご存 じのように， ペテロはその

ことについて，地上の四つ足やは うもの，

また空の鳥など各種の生 き物 が出てくる示

現 を見 ました。

「そ して声 が彼 に聞 えて きた，『ペ テロ

よ。立 って，それ らをほふ って食べ なさ

い。』」(13節)

当時， それ らの生 き物 はユダヤの律法に

よって食べるのを禁 じられていたため，ペ

テロはこう答えました。「主 よ，それはで き

ません。わた しは今 までに，清 くないもの，

汚れたものは，何一つ食べたことがあ りま

せん。」(14節)

するとそれ に対 して，主から次 のような

大切な言葉が返 ってきました。

「神 がきよめたものを，清 くないな どと

言ってはならない。」(15節)

ペ テロはそのことを少 し不思議 に思いま

したが，あとでこう述べています。「ところ

が，神は， どんな人間をも清 くないとか，

汚れているとか言ってはならないと，わた

しにお示 しになりました。」(28節)

このとき以降古代の教会では，福音がユ

ダヤ人のみならず，救い主 を受 け入れてイ
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エス ・キリス トの福音の戒めを守 るすべて

の人に伝えられることになったのでした。

同じことが今，主 の回復 された教会 にも言

われます。信仰，悔い改め，バプテスマ，

そしてそれに続 く聖霊の賜を通 じて神が清

めた人は，教会に受け入れ られるのです。

主 に清いと宣言 された人は， 同じようにし

て教会 に入 り，教会員に受け入れ られ ます。

主 も主の教会 の会員 も， 門を くぐった兄弟

姉妹に対 して 「人をかたよりみる」 ことは

あ りません。

お互いに受 け入れ合 うこの一致について

は， アルマが，バプテスマを受 けて神の王

国に入る人の状態はそのようであると指摘

しています。

「あなたたちは神の羊の群 に入 って神 の

民 と言われること，互 いに苦難 を軽 くする

ために喜 んで助 け合 うこと，悲しむ者 を思
い

いやって共 に悲 しむこと，慰めが要る者 を

慰めること，……いついかなる時で も， ど

のような所 に居 ても， どんなことについて

も，死 に至 るまでも神の証 し人になりたい

と心から思っている。従 って……主の御名

によってバプ テスマを受けるのに何のさし

つかえがあろうか。」(モーサヤ18：8-10)

新会 員が受 け入れ られていることは，該

当する年齢に達 した男性の改宗者がバプテ

スマのあとすぐにアロン神権 を受 けるとか，

新 しい兄弟姉妹が無理 のない程度に教会 の

責任 に召 されるといった教会 の基準 にも示

されています。

しか しまた，教会歴の長 い安定 した人た

ちが，神 の王国に入って自分 の道 を歩 もう

という新会員にとって重要 な助 け手の役 目

を果 たして います。最近改宗 したアラン ・



ジョン ・ヌベック兄弟 は，家族の改宗と古

い教会員たちの役割 についてこう述懐 して

います。

「私 たちが末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教

会 に入ったひとつの大きなきっかけは，バ

プテスマを受ける前の禾曜 日の集会で した。

私たちといろいろな点で似 ている家族に会

ったのです。彼 らは間近 になったバプテス

マについて話を し，説明 してくれました。

バプテスマ会 に行 くと， ドアの所 で私 たち

を出迎 えて，バプテスマ会に出席 して くだ

さるというんです。バプ テスマの水 に入 っ

て見上 げたときにその友人たちの顔が見 え

て，ずいぶん落ち着けました。

教会 に入ってからは，集会 のときにほか

の家族 と一緒 に私 たちの隣に座 ってくださ

り，彼 らからの感化 は非常に大 きなものが

あ りました。教会 のいろいろな教義 を説明

して くれ ました し，聖典の勉強 も手伝 って

くれ ました。普通の 日や週末や，特 に家庭

の夕べの夜などはいろいろとお世話 にな り，

特別活動の計画の仕方なども教 わ りました。

断食証会のあとで，ほかの教会員と一緒 に

家庭 に招かれたことが何回 もあります。今

でも親交が続 いていて，わからないことは

教 えて もらっています。」

私 はこの友情か ら，末 日聖徒 イエス ・キ

リス ト教会が真実 だとわかります。

皆 さんは今，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト

教会の信頼する大切 な会員 として，新 しい

門出をしました。主は，「命にいたる門は狭

く， その道は細 い」(マ タイ7：14)と 言

ってお られ ます。皆 さんはこの門をくぐり，

神のみ前 に帰る道に立 っているのです。

主 は皆 さんに聖霊 という貴重 な賜 をくだ
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神殿結婚の実際的な祝福として，

皆さんは現代社会の希少グルーブに

加わることになります。

★

さいました。聖霊 は皆さんがそのささや き

に従 うとき，皆 さんの証 を強く守 り，皆 さ

んをあらゆる真理 に導きます。主は，皆さ

んが主の道を正 しく教 えられるように，地

上 に神 の王国である教会 を建 ててください

ました。 また，共に学び，成長 し，永遠の

生命 に導 く 「鉄 の棒 にすが りながら」互

いに助 け合 うように，神権指導者や友であ

る聖徒 たちの助 けと友情 を備 えてください

ました。

最後 に，主は皆さんをあまたの神の子供

たちで満 ちた世界に送っておられます。「真
ゆえ

理のある所 を知 らざるが故にただ真理 に遠

ざかる」(教 義 と聖約123：12)子 供 たちで

す。

彼 らに道を示すのは，皆さんの模範です。

彼 らを動 かし，善 と真理 を知 らせるのは，

外 に輝 き出る皆 さんの心 です。すばらしい

人々がイエ ス ・キリス トの福音 を味 わうの

は，皆さんの努力によってなのです。山の

上にある町のように，あなたの光は明るく

燃えています。

そうです，兄弟姉妹である新会員の皆 さ

ん，環境 を異にし，背景 を異にする一人一

人の兄弟，姉妹，皆 さんの船は平和で安全

な港 に着 きました。大空の最 も新 しい星 で

ある皆 さんに申し上 げます。「ようこそいら

っしゃいました。ようこそ我が家 に，お帰

りなさい。」
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●本誌の解答は問題解決の一助として与え

られたものであり，教会の教義を公式に宣

誉するものではありません。

IlllllIII川IIIll"IlllmIll"川1川"II川llII"ll"1川IlllIIlllmII"""川11111

守護天使は存在しますか。もし存在

するとすれば，何をするのですか。

川川川川 川川ll川1川"川 川励1聞 川川川川 川Illl"lll川"i川Illll"1

解答者

デ ィー ン ・ジ ャ ー マ ン

(ソル トレーク・ユニバー シテ ィー

第2ス テーキ部ステーキ部長)

rワ の質問は次 の3つ の質問に分け られ，

』 それに答えればおお もとの質問への

解答 になることと思います。(1)天 使 とは

どういうものなのか。(2)天 使 は守護 の役

目を受け持つのか。(3)一 人一人に守護天

使 がついているのか。

天使 とは，み業の遂行 にあたって主のた

め に働 く方の ことです。 ジョセフ ・スミス

は， この世 に導 きと恵みを施す天使 はすべ
かつ

てが，「現 にこの世 に属 しまたは嘗て属 した

る者」(教 義 と聖約13015)で あ ると教え

ました。また，天使 として働 く人 には少な

くとも5つ の タイプがあることが聖典か ら

わか ります。 まず，アダムに犠牲の原則を

教 えた天使 のように，地上 にまだ来ていな

い霊 たちが います。(モ ーセ5：6-8参

照)地 上で義 しい生活 を送って死 に，復活

を待 っている霊 たちもいます。この天使は

「全 うせられた る義人の霊」(教 義 と聖約

129：3)と 呼 ばれます。ザカリヤとマ リヤ

のもとを訪れた天使ガブリエルは， このタ
ヘんぽう

イプに入 ります。変貌の山に現われたモー

セとエ リヤ(エ ライジャ)の ように， 身を

変 えられて天使 となる人 もいます。(マタイ

17：1-3参 照)使 徒 ヨハネは身を変 えら
ヂコプヂ し カ し

れ ，「一 人 の 事 え る 天 使 」と な り ま し た 。「而
つ

して彼は地に住める救いを受け嗣ぐ者たち
つか

に事 うべ し」(教 義 と聖約7：6)と あ りま

す。4番 目のタイプは，復活 した人たちで

す。 ジョセフ ・ス ミスに現 われたモロナイ

やバプテスマのヨハネがここに含 まれ ます。

最後に，地上 に生 きている聖 い人が神 に仕

えて働 くときに，天使 と呼ばれることがあ

ります。ロ トにソドムとゴモラの滅亡 を警

告 した天使は， この分類 に入ると思われま

す。(創 世19章 参 照)

い ろいろなタイプの人たちが天使 として

働 くことはわかりましたが， では守護 する

務めが天使 にあるか どうかです。聖典 には，

天使は人間を守 り，戒 め，強 くすると言わ

28



イ ・イ・q《・イ ・イ。イ。イ・イ・弓・→。閥く。→・イ・・く。補 ・イ・→・r`・弓・4・ 弓 ・イ・イ・イ・イ・4・ → 。イ・弓・弓 ・→。r《・・く・帽《・イ ・

れています。天使はヨセフにエジプ トに逃

げるように警告 しました し(マ タイ2：13

参照)， エ リヤ(エ ライジャ)に 食べ物を与

えた り(列 王上19：5-8参 照)， ペテロを

牢か ら逃れさせたり(使 徒12：17参 照)， 二

一フ ァイを兄たちから守
った り(1二 一フ

ァイ3：29-31参 照)，アブラハムがいけに

えにされ ようとしたときに縄 をほどいた り

(ア ブラハム1：15参 照)し ました。

ジ ョン ・A・ ウイッツォー長老は， この

神権時代 に天使の導 きと恵みを通 じて祝福

された人は大勢いると述べ ました。彼はこ

う言っています。「たしかに天使 はしばしば

事故や危害 から， あるいは誘惑や罪か ら私

たちを守ってくれ る。 こうした天使は守護

天使 と呼んで も差 し支 えない。通常の理解

を越 えたところから導 きや守 りを受けたこ

とを証 した人，証 で きる人 は多いの であ

る。」(G・ ホーマー ・ダラム編 「証左 と和

解 」第3巻 ，pp.402-403)

あ る人たちは，義 しい人たちが亡 くなっ

てからも愛する人々の生活に影響 を及ぼし

続 けることがあると教 えています。 ジョセ

フ ・F・ ス ミス大管長 はこのように言いま

した。「この地上 を去 り，忠実であってこの

権利 と特権 を享受するに、&・さわ しい私 たち

の父親，母親，兄弟姉妹，友人は，肉体 に

おいて愛 を培 った人々に対 し，神 のみ前よ

り，愛，警告 または叱責，教 えの言葉 をも

た らすために，再 び地上 に来 てその親戚 や

友人を訪れる使命 を受 ける可能性 がある。」

(「福音の教義」P.418)

ひと りでいるか複数 かを問わず，気 づか

ないうちに天使 の導 きと恵みがあるのは明

らかなようです。 ブ リガム ・ヤングはある

ときこのように教 えました。 もし眼前にい

る天 の住 人を見る目が私 たちにあ，ったなら，

私 の目の前のここに座 っている人々に加 え

て大勢の天使 たちが見えることであろう。」

(ジ ョン・A・ウイ ッツ ォー編 「ブ リガム ・

ヤング説教集」p.42)

天使 は守護の役 目を果 たします。彼 らの

存在 は見 えた り見えなかった り，わかった

りわからなかった りします。世 を去 った愛

する人たちが天使の資格で人々を慰 めた り

警告 をした りもします。

では，個人に特別 な守護天使がついてい

るのかどうかという質問に入 ります。聖典
し さ

には，守護天使がいることを示唆するもの

は何 もあ りません。教会幹部が書 いた本に

も，否定的な見解が述べられています。 ジ

ョン ・A・ ウイッツォー長老 はこう言 いま

した。「世 に生 まれ出 る一人一人に，常時一

緒にいる守護天使があてがわれるという一

般の信仰は， しかるべき根拠があるもので

はない。事実，聖霊が共にあれば， そのよ

うな天使の付 き添 いは不 要 と思 われる。」

(G・ 声一マー ・ダラム編，p.403)

ブル ース ・R・ マッコンキー長老は，「人

間すべて，あるいは義人のすべてに守護者 と

して働 く天使がいると考 えることは，主が

死 すべき人間を慈悲深 く見守 ってくださる

方法に関 して啓示 された，基本的 な事実に

反するものである」(「モルモンの教義」p.

341)と 書 いています。

このように，各 自に守護天使が割 り当て

られて いると考 える根拠はありません。 し

かし天使 たちが， この地上の人間を戒 め，

守 り， 強くして ぎたことは確かです。
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モルモン経の各ぺ一ジに年代が書か

れています。それはどれほど信頼で

きるものでしょうか。訂正が必要な

箇所はありますか。
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本
当の意味 では， モルモン経 自体 が年

代記です。 この本 には年代の数 え方

が3通 りあって， リーハ イがエルサ レムを

去ったときからの年数 と，判事治世 の年数

と，キ リスト誕生か らの年数が使用 されて

います。 しかし今の私たちから見れば，紀

元前あるいは紀元後 の何年 というふ うに統

一した方が便利 です
。1888年 に 出版 された

大判サイズのモルモン経はそのようになっ

ていて，聖句の隣の余 白に年代 が入 りまし

た。大判サイズは1906年 に年代 を一部修正

して再版され，1920年 の発行分 からは，改

訂 された年代が英文ではぺ一 ジの下 に加 え

られて，イテル書以外は各ページに年代が

記 されました。 この方法の明らかな利点は，

本文 中に所々に年代が書 いてあるもの と比

較 して，その出来事のあった時代が見てす

ぐにわかるということぞす。

二一ファイ人の1年 は，今 の4月 か ら始

まったようです。(III二 一 ファイ8：5)で

すから「十四年 目が始 まって」(m二 一ファ

イ2：17)と あ れば，紀元14年 の4月 から

14年 目が始まり，紀元15年 の3月 まで続 い

たわけです。同 じことが紀元前の場合 にも

言われます。判事治世 の10年 目は紀元前82

年 に始まりますが(ア ルマ8：3)， 二 一フ

ァイ人の暦 で同 じ年の10月 と言えば紀元前

81年 になります。(ア ルマ14：23)

年 代 を理解する上 で， もうひとつ役立つ

のは，「約」という語の表 わす意味 です。「約」

というと，一般的にモルモン経では， さか

のぽって9カ 月か ら翌年 の3カ 月の間を指

します。 そのため，「紀元前約83年 」とあれ

ば， それは前後数年 を意味するのでなく，

その出来事 が紀元前83年4月 から紀元前82

年3月 までの間 に起 きたことを示 している

わけです。

年代 は，述べ られている出来事 のあった

時代を示すというのが原則ですが，そうで

はない場合 が多少あ って， これには少 し説

明が必要です。1二 一ファイ9：2-5に

は，紀元前570年 頃 まで(II二 一 ファイ5：

28-30)情 報 は得 られないことがはっきり

書かれています。 ところがそのペー ジには

「紀元前600-592年 」 と欄外に印刷 されて

います。また，II二 一ファイ12章 か ら24章

の イザヤの言葉 には 「紀元前559-545年 」

と年代が記 されていますが，それは.イザヤ

がこの記録 を書 いた時代やその出来事があ

った時代 ではなく， 二一ファイが記事を小

版に写 したおおよその年代 を表わすもので

す。モルモン言 は 「紀元約385年 」とありま

すが，12-18節 は それより前の紀元前124年

に終わったベンジャ ミン王の統治時代の記

事です。モロナイ書の8，9章 は息子にあ

てたモルモ ンの2通 の手紙ですが， もとも

との手紙は，紀元385年 の クモラの丘の戦 い

のしばらく前 に書かれたものと考 えられま

すか ら，「紀元400-421年 」 とある年代は，

モロナイが手紙 を版に書 き写 した頃を指 し

ています。

厳密 に言って聖典 とは，霊感によって翻

訳 され たモルモ ン経の本文 であって， その
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照 や年代は，現代 の読者の便宜 を図って追

加 されたものにすぎません。各ページごと

にある年代は便利 と思いますが，本文 に載，

っている情報 を正 しく反映 してこそ正確 な

はずです。

現在 の年代 には，その意味 で多少の問題

があります。 それが計算 の間違 いによるこ

ともあ ります。た とえばII二 一ファイ5：

28で は， 二一ファイが 「エルサレムを出て

か らもはや三十年過 ぎ去 った」 と書 いてい

ます。 リーハイの一行がエルサレムを出た

のは紀元前600年 で すか ら30年 後 といえば

紀元前570年 の はずですが，II二 一フ ァイ

5：28に 付 記された年代 は 「紀元前569年 」

で，1年 の計算違いです。 もうひとつは，

紀元前121年(モ ーサヤ7：2-3)に 一行

と共 にリーハイ ・二一 ファイの地へ向かっ

たアンモンの例です。現在の年代では，ア

イヘ ヘ

諭 　護爾
熱 齪/
認1

編 、幽 醐 騒

簿懸 纏.蕃 彗
〆獅一' 葦装

、翼 鯉

物`

彦

ンモンが リムハイ王 とその民を救 い出 して

帰ったのが出発の1年 前 になっているので

す。(モ ーサヤ21：22)帰 宅 が少なくとも1

年 は後にならなければおかしいわけです。

モーサヤ23：25か ら24：25の 出来事 は，アル

マを見つけた軍隊がアンモンと リムハイを

追 いかけていた軍隊と同じ軍隊ですか ら，

紀元前121年 に はなっているはずですし，ア

ルマ17：6の 記事 に基づけば，モーサヤの

、息子たちの出発 は紀元前91年 と変更しなけ

ればなりません。(モ ーサヤ28：9〉 また，

アルマ36：1か らアルマ4312の 出来事 は

判事治世 の17年 目に起 きているので，年代

は 「紀元前約74年 」 となるはずです。

現在のモルモン経に載っている年代は，

1920年 版 を発行 したモルモ ン経委員会が認

定 したものです。
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ていた。時かたつにつれて,入 口は混雑 し

てきた。人々はせわしなく行 き交い,ふ っ

かり合い,互 いにイライラした表1青を交わ

しなから出入 りしている。 自分の目標を追
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15
歳の ビリーは体 が不 自由なうえに学

習能力 にも障害があって，私 たちの

定貝会からほとんど忘 れられていた。バプ

テスマを受 ける必要 もなかった。学校 も特

殊学校 に通 っていたし，体 が不 自由ではス

カウ ト活動 も現実味 を帯 びなかった。新 し

い教師定員会 ア ドバイザーが召 されたのは，

そんな折 だった。「ビリーを名簿 に登録する

なら，少 なくとも活動に参加 させる必要 が

あると思 うのですが。」新 しいア ドバイザー

のウィルソン兄弟が初めての電話でそう話

すと，驚 くべき答えが返って きた。 ビリー

は確かに出席 するというのである。「今 まで

だれ も聞いてみようと思いもしなかったよ

うです。」お母 さんが申し訳 なさそうに言 っ

た。

春 から夏への数カ月， ビリーは ミューチ

ュアルの活動にすべて出席 し，私 たちも彼

の ことがようやくわかってきた。彼はみん

なの仲間になりたいと思 っていたのだった。

ビリーの ことをよく理解できなくて，不器
や っ か い

用な点 に文句 を言 った り，厄介者扱いする

少年 たちもいたが， ビリーは自分が必要 と

されていることを感 じていたし， ア ドバ イ

ザーが自分 を愛 していることも感 じ取って

いた。

ビリーが16歳 になって祭司のグループに

移 ると，再 び忘れられた存在 になった。 し

かし残った仲間たちが誕生 日を迎 えて祭 司

になると， またビリーのことを思い出 し，

活動に引っ張 り出すようになった。 まわ り

を取 リ囲 む私 たちに， ビリーは一層の愛を

感 じていた。

バ レーボールの シー ズンがやってきた。

私 たちのチームはステーキ部でも最強 とい

聖徒の道/1984年5月 号

う自負があった。ここ2年 というもの， ス

テーキ部競技会でもう少 しで優勝 というと

ころにあ り，今年 こそ優勝 と思づていた。

ベテランの年長組の少年 たちがいて，調子

も上々，才能 にも恵まれていた。さらに，

チームのマスコッ トのビリーもいた。 ビリ

ーにもプ レーをさせたのである。できるの

はボールを打 つことだけだったが， だれ も

が ビリーに拍手 を送 って励 まし， ビリーも

自分が一役買っていることを実感 していた。

試合 ごとにチームの一員 としての意識が強

まっていた。 シー ズン中にビリーのために

得点 を落 とした り，試合 に負けたりするこ

とがあっても， ビリーはプレーを続 け，私

たちも払った犠牲 に気持ちを良くしていた

のだった。

ついにステーキ部選手権がやってきた。

決勝戦 に勝 ち残ったのは過去2年 間と同 じ

チームだった。今年こそ優勝できそうだっ

た。相手チームにはシーズン中の試合で勝

っていたからである。

土曜 日の午後，試合時刻 が来たのだが選

手が何人かコー トに姿を現わさない。 自信

過剰から，油断 して飲み物を買いに行 って

しまったのだ。最初のセッ トは彼 ら抜きで

始 まったが，控 えの選手 の奮闘で大接戦 と

なった。 しか し敵 のチームも練習量が豊富

で，結局 は第1セ ットを落 として しまった。

これで，3セ ットのうち2セ ットをとるた

めに，次 のセ ットはベス トメンバーで臨み，

是 が非でも勝 たなければならなかった。

ビリーは最初のセ ットの間ずっとコーチ

の横 にいて，「今度 は僕の番?も う出て もい

い?」 としつ こく言っていた。 コーチはき

っぱ りとしか もやさしく言った。「ビリー，
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自分の席に戻って座 っていなさい。 出ると

きが きたら声をかけるから。」

第1セ ットの終わ り頃には， ビ リーはも

うじっとしていられなくなっていた。彼 に

とってスコアは問題 ではない。大事 なこと

はプ レーをすることだけだった。 コーチは

ビリーを見つめた。 しば らくの間ためらっ

ていた。 この コーチは， すべての少年 にプ

レーさせるのが常だったからである。 その

方針 を変えるべきだろうか。それとも，試

合よりも原則の方が大切 なのだろうか。

業非韮非非落韮*業 業募*菜 非非菲

今年乙そ勝たなけ'ればな らなの年だ

った。そんなどま， しかも次第に敗

色が濃くなっτのるとまに，普通の

コーチならビリーを出すだろうか。

非*韮 非*茉 革韮非非韮非非菲菲*

私 たちのグループは特異な存在 だった。

スポーツのコーチならいつかは私 たちのよ

うなグループの面倒 をみるべきであると，

わずか数週間前にコーチ自身が語 っていた。

私たちにも福音の原則が理解で きるはずだ

と考えたからである。選択の余地はなかっ

た。よし， ビリーを出そう。

相手のチームは ビリーを目がけてサーブ

してきた。次のサーブ も，その次のサーブ

もビリーが標的だった。何度 もビリーの と

ころヘサーブが来た。相手のコーチがタイ

ムをとってサーバーに何 かを話 しかけた。

今度のサーブ もビリー目がけてだった。得

点は11対0，1本 もまともにレシーブで き

なかったのである。そのあとサーブがネッ
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トにかかったが， もう遅 かった。最終得点

は15対6だ った。こうして，今年こそ勝 つ

はずだった私 たちは，負けて しまった。

相手チームが首をうなだれてコー トを出

て行 った。私 たちは涙を流す まいと懸命 だ

った。なぜ こんなことになったのかわか ら

なかったのである。外 に出るとコーチが語

りかけてきた。「私には何 が正 しいかわかっ

ているつ もりだ。」努 めて冷静になろうとし

ている風だった。「全員がプ レーすることが

大切だと思 う。だか らいつも全員 にプ レー

させてきた。私 は， 自分 で正 しいことをし

てきたと思 っているよ。」監督 もビリーとと

もにそこにいた。 そして何 か言いたそうだ

ったが，何 と言って よいのかわからなかっ

た。ビリーが沈黙を破 ってこう言 った。「次

の試合 は勝 っよ。」

大 きな変化が起 こったのはそれからだっ

た。 日曜 日の神権会で監督が 「勝利」 とい

うテーマで レッスンを したのだが， その中

のひとつの話が皆 を奮 い立たせた。体 の不

自由な息子を抱えた不活発な父親が，息子

が私たちの定員会から愛 されているのを見

て，神殿 に行 こうとしているというのであ

る。 もちろん， ビリーの父親 のことだ。監

督 は，それこそが本当の勝利 であると語 っ

た。するとだれかが，バ レーボールがで き

るなら， ビリーは神権会 にも来 られるはず

だ と言った。 こうして， ビリーは本 当に私

たちの仲間になったのである。私たちはバ

レーボールの優勝を捨ててビリーにかけた。

それほど彼は大切な存在 とな ったのである。

バスケッ トボールのシーズンがやって き

た。今ではだれもがビ リーの ことを知 って

いた。 ビリーがプ レーすることも知 ってい



た。審判 も， ビリーがボールを持 ったらど

うす るか，よく心得ていた。どのチームも

少しのことは大 目に見てくれたのである。

彼は確 かに仲間 だった。

ステーキ部競技会 の季節が再 び巡 ってき

た。 ステーキ部内のチームと戦 って勝 ち進

み，最終戦 はバレーボールの ときと同じチ

ームとの対戦 となった。前半は接戦だった。

ところが，後半 が始 まるととたんにガタガ

タになって しまった。コーチには事の成 り

行 きがわかっていた。そして第3ク ォータ
ばんかい

一が終 わる頃になると， もう挽回の可能性
かい む

は皆無だった。 ところがバ レーボールで負

けた相手 に何 か仕返 しする手はないものか

と考 えている と， コー ト上では実におもし

ろいことが起 こっていた。

ビリーがプ レーをしていた。実際のとこ

ろ彼 はボールをシュー トできなかった。片

方の手足が萎縮 していて， ボール を思 った

ところへ投 げることがで きないのだ。 とこ

ろが ビリーがボールを取 るたびに，相手の

コーチが声 をかけて，反則プ レーをさせて

いる。私はまったく何 がなんだかわからな

かった。集まっていた人 も耳 を疑 ったに違

いない。 どうして監督は笑っているのだろ

うか。相手の選手 がビリーをそっとたたい

た。審判の笛が鳴 った。 それはだれにも，

私 にもわかった。 ビリーに， ファウルに対

するシュー トのチ ャンスが与えられた。故

意 のファウルなのでシュー トは2回 だが，

2回 とも失敗 して しまった。 ところが シュ

ー トの ときに相手チームの選手が ラインク

ロスをしていたので， ビリーはもう一度フ

リースローをしなければならなかった。

観衆 はビリーに拍手 を送 って声援 した。

聖徒 の道/1984年5月 号

私たちも，そ して相手 チームもビリーを応

援 している。 自分たちは本当に負けている

のだろうか。みんなが心をひとつにしてい

た。 だれ も得点 を気にするものはいなかっ

た。 だれ もが ビリーを助け， どちらのチー

ムもビリーに声援 を送 っていた。

ビリーはその夜，何度 もフ リースローを

試みた。声援があった。 そして笑 いもあっ

た。 ビリーはその晩のスターだった。だれ

が勝 ったのだろうか。相手のチームが，私

たちが，そしてステーキ部が勝利 を得たの

だ。

自分 を捨て，利 己的な目標 を忘れたとき，

得点がひとりの人間 ほどに重要ではないこ

とにみんなが気づいたのだった。私たちは

皆 ひとつの ことに心 を向けていた。相手の

チームも悪い人たちではなかった。審判 も

まさに人間の心の通 った人だった。 たとえ

勝てなくても，試合 に負けることは世の終

わ りではないのだ。

その年，私 たちはエクスプロー ラースカ

ウ ト・オ リンピックに参加 して試合 をした。

バ レーボールやバ スケッ トボールのチーム

競技に参加 し，勝利と敗北の両方 を味わっ

た。そこにはビリーヘの私 たちの愛があっ

た。私 たちの，あるいはビリー 自身の行為

は，他の チームに教えるところが多かった。

実 に監督が言 うように，勝利 は 「人格 を養

うときにのみ」その意味 を持 つということ

を。 これこそが，私たちが ビリーという人

間から学 んだ ものであると思う。

私たちへの 教訓 として ビリーが ここにい

るのだ と，監督 は言った。 ビリーからもっ

と他の教訓 を学ぶため，私 たちは前 より一

層彼 に近 づき，注 目しているところである。
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「さて
， この地方で羊飼 たちが夜，野宿

しながら羊の群れの番 をしていた。すると

主の御使が現れ，主の栄光 が彼 らをめぐり

照 したの で，彼 らは非常 に恐 れた。御使

は言った，『恐れるな。見 よ，すべての民 に

与えられる大 きな喜びを， あなたがたに伝

える。 きょうダ ビデの町に，あなたがたの
すくいぬし

ために救 主がお生れ になった。このかたこ

そ主 なるキ リス トであ る。』」(ル カ2：8-

11)

間 もなく私たちは， その羊飼いと思われ

る人々と一緒 に，今はキ リス ト降誕教会の

地下 にある岩 に掘 られたほ ら穴の入 口に行

きました。 ここでは，確かに聖なる場所で

あるという霊的確信のようなものが感 じら

れました。地下にあるこの岩 に掘 られたほ

ら穴は， まさしくここが聖所であることを

私たちに教 えてくれているようで した。

ヤシの町 ジェ リコの向こうの，勇敢 なバ

プテスマの ヨハネが人の子 にバプテスマを

施 したヨル ダン川の岸でも，私 たちは再 び

霊的な気持 ちを経験することになりました。

そこで起 こった神聖 な出来事 は，次 のよう

に簡潔に記 されています。「イエスはバプテ

スマを受 けるとす ぐ，水 から上が られた。
み たま

すると，見 よ，天が開け，神 の御霊 がはと

のように自分 の上に下 ってくるのを， ごら

んになった。また天 から声があって言 った，

『これはわたしの愛 する子
，わたしの心に

かなう者である。』」(マ タイ3：16-17)

城壁 をめぐらしたエルサレムの町を出て

5キ ロほ ど車で行 くと，マルタとマ リヤ と

ラザロの兄妹の家があります。ごう慢 なユ

ダヤ人の多 い中で，主 はここでエルサ レム

の門の中にいたときよ りもはるかに心 なご

む人々と会 うことができたのです。マル タ

やマリヤの屋敷 からさほど遠 くないところ
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に，石 でで きたラザロのお墓があ ります。

その入口に立 っていると，救 い主がラザロ

のよみがえりの前 に宣言 された通 りに起 こ

ったあの出来事が思い出されて きました。

救 い主は， ご自分 の大きな使命 についてマ

ルタにこう言われました。「わたしはよみが

え りであり，命である。わたしを信 じる者

は，た とい死んでも生きる。 また，生きて

いて， わた しを信 じる者 は， いつまで も死

なない。」これに対 して，マルタの熱のこも

った証 が聞 こえてくるようでした。「主 よ，

信 じます。あなたがこの世 にきたるべきキ

リス ト，神 の御子 である と信 じて お りま

す。」(ヨ ハネ11：25-27)

私 た ちはそこで， まるでラザロのよみが

え りの奇跡を見ているような思いがしまし

た。救い主はお墓 の中をのぞかれ，布 にく

るまれ数 日問埋葬 されていたラザロの姿 を

ごらんになると，命じる口調 で言われ ました。

「ラザロよ
，出てきなさい。」(ヨ ハネ111

43)死 に対 する 「神の人」のみ力がおのず

と明 らかになったのです。

救い主が昇天されたのは， この地 にある

最 も高 い頂 からでした。そばに立 っていた

白衣に身を包んだふた りの方 は，救い主が

昇天するのを見ていた群衆に向かって言 い

ました。「ガリラヤの人たちよ，なぜ天を仰

いで立 っているのか。 あなたがたを離 れて

天 に上 げられたこのイエスは，天 に上 って

行 かれるのをあなたがたが見たのと同 じ有

様で， またおいでになるであろう。」(使 徒

1：11)

私 た ちはこのあたりの聖地 を歩 きながら，

再 びゲツセマネにやって来ました。たくさ

んある中でも特に霊的な場所の このゲツセ

マネの園には，節 だらけのオ リーブの木が

8本 あ ります。キ リス トがひざまずかれた
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ガイ ドはなおも私 たちに，は りつけは城壁

内で行なわれたことを納得 させ ようと懸命

でした。 しかし私 たちがそこに見たものは，

はりつけと埋葬が行なわれた場所 について，

ヨハネの言 っていることと合 わない光景で

した。ヨハネはこう言っています。「イエス

が十字架 にかけられた所 には，一 つの園が

あり，そこにはまだだれ も葬 られたことの

ない新 しい墓があった。その日は，ユダヤ

人の準備の 日であったので， その墓が近 く

にあったため，イエスをそこに納めた。」(ヨ

ハネ19：41-42)

私 たちはさらに， もうひとつの場所 に案

内され ました。そこは園になっている墓地

で，同胞団教会の所有 になっていました。

ガイ ドは，あとから思 いついて私 たちをこ

こへ連れて来 たようでした。 そして小 さな

息子を連れたその女性 ガイ ドが園の中を案

内して くれているとき，私 たちは城壁 をめ

ぐらしたエルサ レムの町の門の外 に， ひと

つの丘を見つけたのです。 そこは，城壁の

中の法廷のあった所からすぐのところでし

た。 この園は丘のすぐそば，つま りヨハネ

の言っているように 「丘の中」にあり，そ

の中には明らかに裕福な人によって作 られ

た石でできたすばらしいお墓 があ りました。

そこに立っていた私たちは， こここそ最

も聖なる場所であるという強い印象を受け

たのです。私たちはまた， そこで起 こった

あの劇的なシーンを見ているような気が し

ました。その墓 は，石 を転が してふたをす

るようになっていたらしく， 口が開いてい

ました。そして墓の入 口には， そこを横切

って石 を転がすための溝 の跡がくっき り見

えるのです。石 は取 りのけられていまレた

が，溝 だけはまだそこに残 っていました。

墓 をのぞいたマ リヤは，主がそこにおられ
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ないので出て行ってはげしく泣 きました。

「しかし， マリヤは墓の外 に立って泣い

ていた。そ して泣 きながら，身をかがめて

墓の中をのぞくと， 白い衣を着たふた りの

御使が，イエスの死体 のおかれていた場所

に，ひとりは頭の方に，ひ とりは足の方 に，

すわっているのを見た。すると，彼 らはマ リ

ヤに， 『女 よ， なぜ泣 いているのか』と言 っ

た。マリヤは彼 らに言 った，『だれかが，わ

たしの主を取 り去 りました。 そして， どこ

に置いたのか，わからないのです。』そう言

って， うしろをふ り向くと， そこにイエス

が立っておられるのを見た。 しか し， それ

がイエスであることに気がつかなかった。

イエスは彼女に言われた，『わたしにさわ

ってはいけない。わたしは， まだ父のみも

とに上 っていないのだから。 ただ，わたし

の兄弟 たちの所に行って，「わたしは，わた

しの父またあなたがたの父であって， わた

しの神 またあなたがたの神 であられるかた

のみ もとへ上 って行 く」 と，彼 らに伝 えな

さい。』」(ヨハネ20111-14，17)

その晩， ホテルのベランダか ら夜景 をな

がめていると，夜 空にシオン山がくっきり

浮かんで見えました。 ガイ ドは， そこにダ

ビデ王の要塞があると話 してくれました。

そこは，救 い主がケデロンの谷へ行 き，裏

切 り者 と会 って裁判にかけられ死刑を言い
はんさん

渡 される直前 に最後の晩餐を開かれた所 と

言われています。 このシオン山またはアメ

リカの新エルサ レム(い ずれかについては

当教会で聖典 を研究 している人々の間でも

一致 していませんが〉で
，主の再降臨の先

触れとなる全世界の歴史の偉大な ドラマが

始 まるのです。この劇的な出来事 について，

主 はこのように述べておられ ます。

「子羊はシオンの山の上 に立たん。 また
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ルのクレントショーがあるのにクレ

で

アは出られません。だって,な あん

にもタレントがないんですもの。ダ
うた

ンスもへただし,歌 もダメです。ト

ンボがえりもできないし,ク イコも
き

たたけません。みんなに聞かせられ
はなし し

るような,お もしろいお話も知りま

せん。クレァは,な んにもできない

カバなのです。

｢あ一あ｣ク レァは,た めいきを

なに

つきました。｢わたしにだって,何 か

できることがあるはすだわ。｣
おも

クレアは思いたって,が ゼルさん
きようしつ で

のダンス教 室に出かけま した。｢ダ
おし

ンスを教えてくれませんか。｣クレア

はたのみました。

クレアはピンクのダンスシューズ

をはきました。それから,ク ルクル
かた

まわるまわり方と,お じぎのしかた

をならいました。クレアは,ゆ うが
くうちゆう あ

に空qコにとび上がりました。ところ
じ めん

が,ク レアがドシンと地面におりる
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みみ き いえ で

耳をふさぎました。木の家から出て
おお なん

きた大ヘビの□ニーさんまで,何 の
こえ おも あ

声かと思ってちぢみ上がってしまっ

たほどでした。
み

｢こ りゃあ,見 こみがないわ｣と

ヘスターさんはいいました。

クレアはつぎに,チ ンパンジーさ
い

んのところへ行きました。チンパン
くうちゆう

ジーさん は,空 〔‡]ブランコが じよう
くうちゆう

ずなのです。｢ねえ,わ たしに空 中
おし

ブランコを教 えて。｣クレアはたのみ

ました。

｢い いよ ,｣チ ンパ ンジー のビンボ

ーくんは,い いま した。
き

｢で も
,こ ういうふ うに木にのぼ

らなくぢゃあ,だ めだよ。｣ビンボ ー
き

くんは,ス ルスルと木にのぼってい

きました。そして,え だにつかまっ

てスイングすると,ビ ューンと,ク
.レアのところへとんできました

。ク

レアは,ビ ンボーくんのあとについ
き

て,ひ っしで木によじのぼりました。
き

すると,木 がグーンとたわみました。
した

｢ダ メだ一 あ1｣下 にいたチンパ ン

ジーさんたちは,さ けびま した。 メ
き

リメリ,メ リッ1,と 木 はものすご
おと

い音をたててたおれ,ク レァとビン
だ

ボーさんはほうり出されてしまいま

46

した。チ ンパンジーさんたち は乳ク
じ ぶん うえ

レァが自分たちの上におちてこなか
おも

ったので,よ かったなと思いました。

でも,ク レアは,ぜ んぜんよかった
おも

なんて思いませんで した。
い

｢タ レントシ ョーな んか,行 かな
おおごえ

いっと1｣ク レァは,大 声 でいいま

した。
かた

｢ね え
,ぼ くが,わ のうけとめ方

おし

を教えてあげるよ｣と サイくんがい

いました。

｢でも
,わ たしには,あ なたみた

いなツノがないわ。｣

｢そうか,わ すれてた。｣

｢それじゃあ,ぼ くがジヤングル
て だま おし

お手玉を教えてあげよう｣と,マ ン

トヒヒのランディーくんがいいまし

た。

｢それはいいわ。｣こんどは,ク レ
おお

アもいいました。クレアは,大 きな
い し くうちゆ う

石を空 中にほうりなげました。する
いし あたま

と,石 はラ ンデ ィーくんの頭におち

てきま した。｢あ いたっ1｣ラ ンディ
うち

一くんは,く すりをつけに,お 家へ
かえ

帰っていきました。
はなし し

｢わ た し,お も しろいお話を知 っ

てるわよ｣と,わ らいハイエナ さん.

がいいま した。｢で も,そ れ はわた し
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夢

で
｢ぼくたちみんなショーに出るで

み ひと

しょ。だから,見 てくれる人がいな

いんだよ。だれが/と うか,き めて
ひと

くれる人 がいないってわけさ。｣ビン

ボーくんがせ つめい しま した。

｢あ 一ら ,そ れならできるわ。｣
おおごえ

クレアは,大 声でいいました。ク
いちばんまえ

レァは,一 番前のれつ にすわ って,
おお しゆ

できるだけ大きなはく手をしました。
くち

おうえん した り,□ ぶ えをふ いたり,
あし

足をふみな ら したりもしました。｢い

いわあ,す て きよ1ア ンコール,も

っと,も っと一 っ1｣

ショーが おわ ったとき,ク レァは
かい

みんなが10回 くらいおじぎができる
く なが しゆ

ように,長 いことはく手をしていま

した。｢みんな,す ごくよかったわ。

だれが1と うかなんて,き められな

1いわ
。｣ク レア は,い いま した。

｢1と う は
,ク レァだよ｣と,ト

ラのタニラさんがい いました。
で

｢わ た し(Pわ た しはシ ョー に出

なかったわ。｣クレァ は,お どろいて

いいま した。
おお

｢そ うよ ,ク レア よJと 大へびの

〔]ニー さんも いい ま した。｢ク レァ
いま いちばん

は,今 までで一番 いいおきゃくさん

だ ったわ。｣
しゆ

みんなが,ク レアにはく手をおく
じよう

りました。クレアは,上 ひんに,お

じぎをしました。それから,し よう

ひんにバスケットいっぱいのくだも
うち かえ

のをもらって,家 へ帰 りま した。ク
い

レン トショーに行ってよか ったな,
おも

とクレァは思いました。
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とうさま かな

それは,お 父様にとってとても悲 し
とうさま こ ども

いことでした。お父様は,子 供たち
あい

みんなをとても愛しておられたので

す。
てん とうさま

天のお父様は,わ たしたちがみな,

まちがいをおかすことをこぞんじで
すく ぬし ひつよう

した。そこで,救 い主が助要である
すす つみ

こと,つ まり進んでわたしたちの罪
ひと ひつよう

をあがなってくれる人が必要なこと
せつめい

を,説 明してくださいました。わた
なか かみさま

したちの中に,ま るで神様のような
れい れい

ひとりの霊がいました。その霊は,
すく ぬし とうさま

｢わたしが救い主となって,お 父様
れい こ ども

や,す べての霊の子供たちのために
はたら もう で'

働き ましよ う｣と 申 し出 ま した。そ
れい さま さま

の霊は,イ エス様で した。イエス様
おとうといもうと あい

は;わ たしたち弟や妹をとても愛 し
つみ

ておられたので,｢罪 のあがないのた
いのち

めに,わ たしの命をささげましよう。
ちじよう い とうさま

それから,地 上に行って,お 父様の
かえ

もとへ帰るためにしなければならな
おし い

いことを教えましよう｣と 言ってく
さま じ ぶん

ださったのです。イエス様はご自分
なに かんが とう

のことは何もお考えにならず,｢お父
さま えい

様のみこころがなりますように。栄
こう とうさま

光がいつまでもお父様にありますよ

うに｣と おっしゃいました。
かみさま れい

ところが,神 様のもうひとりの霊
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灘
こ い

の子ルシフエルが言いました。｢ごら

んください,わ たしがここにおりま

す。わたしをおつかわしください。
さま こ

あなた様の子となりましよう。わた
れい

しは,す べての霊をあがないます。
かなら

必ずそういたします。でgか ら,あな
さま/

た様のほまれをわたしにください。｣
とうさま けいかく

ルシフエルはお父様の計画にそむ
とうさま こ ども

き,お 父様の子供たちをむりやりに
てん かえ

天へつれ帰ろうとしました。それに,
いちばんたいせつ とうさま

わたしたちの一番大切なお父様のブ
じ ぶん

レゼント,つ まり自分でよいことと
わる えら けん り

悪いこととを選ぶ権利をとりあげよ

うとしたのです。ルシフエルは,だ
わる

れも悪いことをしないようにしよう
かんが

と考えました。わたしたちは,ま る
にんぎよう

で人 形のようになって,ル シフェル

蒙

灘
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欠点にと5わ れず

長所豊見いだすに13

國
たちは欠点を持った生身の人間ですから,

人が何か義に反するような行ないをした

場合は,そ の入個人ではなく,そ の行ないに目

を向けるようにすべきことを,家 族,学 校,あ

るいは教会で教えるようにしなければなりませ

ん。

監督である私は,｢我 が人々｣と題した小さな

ノー トを大切にしています。このノートには,

ワー ド部会貝の問題事は一切したためてありま

せん。

このノー トには,神 殿推薦状発行のための面

接,年 度半ばの面接のほか,ワ ー ド部会員との

個人的な話し合いの際に気づいた各自の長所や

目新しい事柄がぎっしり書き込 まれています。

これは私にとっても貴重な資料です。例えば,

80歳 の未亡人のところには,彼 女が断食証会を

楽しみにしていること,断 食と証が彼女にとっ

て大切であり,こ のふたつの原則に彼女が深い

理解を示していることが記されています。

この記録を記してから1年 半の間に,私 はこ

の記録を利用してお話を依頼したり,断 食と証

に関するレッスンの中で彼女に言葉を添えても

らったりしました。

このように,各 自の長所や関心事を記録する

ようになってから,そ れぞれの短所や欠点に触

れるのが何ともいやになり,各 々の長所や徳が

よく理解できるようになりました。

いつか現役の監督の職を解かれるとき,15年

余 りにわたってつづったこのよき記録は,私 の

貴 重 な 記録 の一 部 と な る こ とで し ょう。(ユ タ州

ピオ ア,ジ ョ ン･B･フ ィ ッ シ ュ)

●祈りは怒りをぬぐい去り

圏
は長い間,義 母に深い恨みを抱いてきま

した。今の夫と結婚する前に私にしたこ

とを,ず っと赦せずにいたのです。義母はその

後活発な教会員 となり,神 殿で再婚 し,私 の夫

もずっと以前に彼女を赦していましたが,私 に

は何としてもできませんでした。
はば

彼女に対する怒 りが私の霊の成長を阻んでい

ることを知るにつけ,自 分を変えなければと思

いました。そこで,義 母に恨み心や怒 りを覚え

るたびに私は思い直し,そ っと祈るようにした

のです。それを実行してから3カ 月もたたない

うちに,義 母に対する怒りは消え,彼 女に対す

る否定的な考えさえ一切なくなっていまし鵡

逆に,欠 点を克服し,献 身的で忠実で愛にあふ

れた現在の彼女の姿を,素 直に見ることができ

るようになったのです。(匿名希望)

●過去は忘れて

圖卿享蒲齢鍔難肴蔀
ものですが,な まじその人の過去を知っている

と,.な かなか気持ちが吹 っ切れないものです。

かつて,子 育ての方法,特 に私たちの子供の

取り扱い方で,私 は隣人に不満を持っていまし

た。そこで,数 年間冷却期間をおいて見つめて

いるうちに,自 分自身もほめた隣人でもなけれ

ば模範でもなく,良 いキリスト教徒でもなかっ

たと思うようになりました。

そこで,今 までのいきさつは白紙に戻して,

隣人とうまくやっていけないものかと思い,努

力してみることにしました。真新 しい気持ちで

隣人に接 しているうちに,か つての意見の相違
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作って待 っていたのです。あれこれ考えながら,

彼の長所を書き出しているうちに,た ちまち1

ページが埋まってしまいました。

この作業はすばらしい効果を生みました。私

の彼に対する憎悪感は消え去 り,食 生活に対す

る反感もまたたく間に消えていったのです。

それ以来私は,会 社でまた家庭など他の場所

でこの方法を応用し,正 しい評価を心がけるよ

うにしています。(オ クラホマ州オクラホマ･シ

ティー,ウ ィリアム･W･シ ョーテ)

●赦しの奇跡

をひどく傷つけた人を赦せずにもんもん

国 としていた折に,私 は監督から,ス ペン
サー･W･キ ンボール大管長の｢赦 しの奇跡｣

を読破 し,聖 典を読み,祈 りを捧げるようにと

言われました。また,ひ どい言葉で友情を踏み

にじった隣人に対する態度を改めるようにとも

言われました。

私は,赦 しの奇跡を体験したあの火曜日の台

所での出来事を生涯忘れることができません。

天の窓が開かれ,笑 いと喜びと幸せな思いがあ

ふれ出て,ど うしようもありませんでした。ま.

た,天 父の大いなる愛と,私 の過ちに対する赦

しを感じ取ることができたのです。私は自分が,

本当に洗い清められたことを知 りました。

霊の成長と幸せをむざむざ見過ごして,他 人

を赦すことができずに不幸のどん底にいること

ほど,ば かばかしいことはありません。(コロラ

ド州ランジェリー,イ レーン･コ ンデ ィ)

●｢人 は変わり成長する｣

囹翻灘灘轟翻灘影
服を頼みに行くたびに寸法を測 り直してくれる

のだから。｣

56

■モルモン･フ ォー ラム

もし,私 たちが皆その仕立屋のように,人 は

変わり成長することに気づいたならば,か つて

の弱点は長所に変わることでしょう。私たちは

古い物差しで人を測 り,そ の人が変わったこと

に目をくれないことがよくあるものです。

これは,小 説においても同様です。チャール

ズ･デ ィケンズの｢ク リスマス･キ ャロル｣に

登場する｢ス クルージ｣の 名前を聞いたときに,

最後に悔い改めた彼ではなく,｢ふ ん,ば かな｣

とつぶやくけちん坊のスクルージを思い浮かべ

る人がどれほどいることでしょう。(カリフォル

ニア州 シミバレー,ビ ビアン･ガ ンダーストラ

ツプ)

●｢主 のみ業はいまだ終わらす｣

回
分の欠点や過ちを公表されたいと思う人

はだれもいません。だれでも過ちを犯す

ものです。そしておおかたの人はできるだけ速

やかに悔い改めて,人 生を歩んでいきたいと願

います。こうしたみずからの不完全 さに目を向

けることによって私たちは,他 人を赦し,そ の

欠点や過ちに対するこだわりを捨てることがで

きるのです。

過去の欠点や過ちに固執していると,否 定的

な考えにとらわれ,や がてその人の心までむし

ばまれることになります。 しかし,人 の現在の

長所に目を向けることにより,心 は晴れやかに

なります。もし,否 定的な思いが頭をもたげて

きたら,そ の思いを断ち切 り,良 い言動に転じ

ることが大切です。

私たちは皆完全な者となるべく成長 しつつあ

る存在であることを,銘 記しなければなりませ

ん。私たちの家庭ではよくこ.う言っています。

｢忍耐せよ
。主のみ業はまだ終わってはいな

い。｣(ニ ューヨーク州プーキースピー,ホ ー り

一･H･ヤ ング)
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昭和59年2月1日 付
壷.爵 《 ほ,肋 ρ。酬.個 目 げ

原作による｢ベ ニスの

商人｣が 上演された。

会場の厚木市文化会館

小ホールには,教 会員

や一般 の人々が大勢詰

めかけ,な ごやかな雰

囲気のうちに約2時 間

半の公演を終えた。

劇団｢ハ イセム｣の

名はメサイヤ(MES-

SIAH=救 世 主)の ア

ルファベットを反対か

ら読んだもめ。厚木支

!"
｣

1｢艀
,

繭一

のスニベ｢
ク
ア
一
ピ
エシ
ス

…文
化
会
館

伊､
団
員
の
中
か
ら

的
に
勉
強
レ
陀
い
｣

占が
り
､
教
団
と
は

｣昨
年
三
月
に
発
足
。

ロ
は
メ
サ
イ
ヤ
(M

E
S
S
r
A
H
岬
救
世
主
)
を
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
.で
反
対
か
ら
読
ん

だ
も
の
で
､
､現
在
の
団
員
数
は
高

塚
真
一代
表
を
中
心
に
十
八
-
三

+
歳
の
約
三
†
へ

高
校
の
演
劇

部
な
ど
で
活
躍
し
た
人
も
い
る

が
､
学
生
､
会
社
員
な
ど
ほ
と
ん

ど
が
素
人
だ
。

発
足
直
後
に
翌
年
二
月
の
旗
揚

げ
公
演
を
決
定
､
会
場
を
予
約
し

た
。｢公
演
日
が
決
ま
っ
て
い
れ
ぱ

練
習
に
も
い
や
お
う
な
く
身
が
入

る
｣(演
出
担
当
の
矢
野
由
紀
子
さ

ん
V
と
演
劇
に
本
格
的
に
取
り
糎

む
意
欲
を
示
す
意
味
も
あ
り
､
シ

ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
劇
に
挑
戦
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

｢
直
ち
に
脚
本
づ
く
り
に
入
り
､

発
声
､
パ
ン
ト
マ
イ
ム
の
基
本
練

習
な
ど
毎
週
土
曜
日
の
夜
､
厚
木

市
旭
町
の
教
会
築
会
至
に
集
ま
っ

て
技
術
向
上
に
努
め
た
。､シ
ェ
ー

ク
ス
ピ
ア
劇
の
特
徽
は
一っ
の
せ

ハ
.イ

セ

ム

｣
劇

団

.｢叢 黙 親1日 に旗 揚げ公演

妾工齢｢ベ ニ.ス の 商 人｣

り
ふ
が
長
い
こ
と
。
こ
の
だ
め
.

せ
り
ふ
練
習
に
は
特
に
力
を
入
れ

た
､
と
言
う
。
こ
の
間
､
プ
ロ
劇

団
･
昂
の
｢ベ
ニ
ス
の
商
人
｣
も

勉
強
の
た
め
に
見
に
行
っ
た
。

昨
年
十
二
月
十
日
に
せ
り
ふ
を

中
心
と
レ
た
訊
演
会
を
行
っ
た

が
､
ま
ず
は
順
醐
な
仕
上
が
り
具

舎
。
今
は
振
り
付
け
を
中
心
に
最

後
の
追
い
込
み
に
入
っ
て
い
る
。

全
五
幕
の
大
道
具
､
小
道
具
は
す

べ
て
手
年
り
.
衣
装
も
布
を
買
っ

て
き
て
団
員
自
ら
裁
断
し
た
。

今
回
の
公
演
に
つ
い
.で
矢
野
ざ

ん
は

｢技
術
的
に
は
プ
ロ
に
も
ち

ろ
ん
か
な
わ
な
い
。
し
か
し
､
鼻

生
懸
命
演
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
団

員
一人
ひ
と
り
が
光
っ
て
み
た

い
臥
観
客
に
も
､
雪
コし
た
喜
び

を
感
じ
と
って
､も
ら
え
た
ら
成
功

だ
と
思
う
。
着
さ
で
は
負
け
ま
せ

ん
｣
と
多
数
の
観
賞
涜
期
待
し
て

い
る
。
旗
揚
げ
公
滴
は
十
一日
午

後
五
時
開
演
。
入
揚
料
五
百
円
。

問
い
含
わ
せ
は
高
塚
代
表

(君
0

4
6
7
･
聡
局
5
4
3
7
)方
へ
。

県
央
地
区
の
着
者
た
ち
で
組
織
す
る
劇
団
｢ハ
イ
セ
ム
｣
の
旗

揚
げ
公
演
が
十
}a
､厚
杢
叩又
化
会
館
小
ホ
ー
ル
で
催
ざ
れ
る
。

出
し
物
は
シ
ェ
｣
ク
ス
ビ
ア
の
｢ベ
ニ
ス
の
商
人
､
昨
年
三
月
の

結
成
以
来
､
脚
本
誉
ぎ
に
始
ま
って
発
声
･演
技
の
碁
礎
練
習
､

衣
襲
づ
く
り
な
ど
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
き
た
団
員
だ
が
､
初
の

公
演
で
は
｢若
さ
の
ほ
と
ば
し
り
を
見
て
ほ
し
い
｣
と
P
R
し
て

い
る
。デ

鰻

｢ハ
イ
セ
ム
｣
の
母
体
は
末
日

聖
徒
イ
エ
ス
･
キ
リ
ス
ト
教
会
厚

木
支
郡
の
若
手
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

演
劇
の
同
好
会
。
愛
や
友
情
を
テ

ー
マ
と
し
た
劇
を
教
団
内
部
で
発

1順 の旗揚げ公演前に線習に余愈のない劇団｢ハ イセムゴ

部の独身成人は今回の演劇の発表のみならず

｢ハイセム｣の 名で聖歌隊としでも活躍してい

る。

今回の演劇発表の計画は,昨 年の春から1年

がかりで進めてきたもので,こ のために昨年の

独身成人活動の中心をその準備にあててきた。
せ りふ

脚本作 りに始まり,台 詞を覚えることから,演

出,衣 装,大 道具･小 道具の製作 までみずから

の手で数多くの段取 りを踏んできた。｢やるから

には本格的なものを｣と いう方針 に基づいて,

会場 も公共の施設が選ばれ,照 明などの専門技

術を要する部分はプロの方を招くなどして本格
ていさい

的な体裁をとって行なわれた。また｢ベ ニスの

商人｣ど いう題材を選んだのも同じ理由からで

ある。

本番では,小 さなミス(プ ロの劇団では致命

的なものかも知れないが……)も あったが(も

っとも,ま ったくの素人がいきなり300人 もの

観衆を前にしたのだから無理もないことだが),

58

かえって思わぬ笑いを誘って,一 層客席をなご

やかにする一面もあった。

最後の幕が降りてから,出 演者,.ス タ ツフ,

関係者入 り乱れて握手し,喜 び合ったときはま

さに感動の瞬間だった。演劇という総合芸術を

完成させるために,こ れまで払われた一つ一っ

の苦労や努力が報われ,い いしれぬ満足感 と喜

びにつつまれた。このときが人生で一番うれし

い瞬間であったと語る兄弟がいた。出演者16人

分のドレスやシャツ,ズ ボンなど4α点にも及ぶ
かたわ

衣装を作 った姉妹たちがいた。学業や仕事の傍

ら台詞を覚え,振 り付 けや演出を考えるために

全員の協力を必要とした。最後の3週 間など毎

晩,練 習のために集まった。舞台装置にかかる

コストを減らすため,材 料の段ボールをただで

集め回った兄弟姉妹,そ のほかにも陰になって

支えてくれた多くの人々がいた。彼らの努力が,

あの一瞬,つ まり最後の幕が降りるあの瞬間に

向かって一直線に集結 していたのだ。
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性ですが霊能力があり,人 を見抜く力やア ドバ

イスすることにおいては並の人には到底及ばな.

いほどの優れた才能を持っていました。

私は霊能者のもとに通いながら自分自身を磨

くために奉仕 をし,正 しい道を求めて÷生懸命

励みました。また数々の本を読みあさりました。

けれども手本 となる師の教 えがどうにも納得が

いかず,こ の宗教をやめた方がいいのではない

かと思ったことも何度かありました。主人は私

の宗教を求める心を良しと見てむしろ金銭面や

自分への遠慮からならやめることはないと言っ

て励ましてくれました。私は迷いながらも師の

霊能を目のあたりにするときは不思議さと,そ

の先行きを見届けたい好奇心 も手伝ってなかな

か踏んぎりがつかず,責 任 も持たされていたこ

ともあり,そ のままずるずると過ごしていまし

た。.

主人が昨年亡くなった後も,請 われるままに

住み込んで手伝っていました。そのようなとき,

末 日聖徒である息子が聖書とモルモン経を贈っ

てくれたので,忙 しい合間をみては読みました。

聖書と1まどういうものか以前から一度読んでみ

たいと思っていた書物でしたので,そ れを手に

したときはとてもうれしく思いました。そこに

書かれているキ リス トの言葉は私には心から納

得のいくものでしたので,そ れ以来私は師の教

えを聖書の教えといつも比較して聞くようにな

っていました。

日がたつにつれてだんだん本質的なことがわ

かるに従い,そ の師の教 えは,神 の戒めとはど

うしても思えない,人 に対する嘗掻ではないか

と思うようになりました。 自分がずたずたに引

き裂かれるほどの屈辱を受ける生活でも,そ れ

が神に向かっての｢行｣な らば耐えられるかも

しれませんが,あ まりにも師なる人に対する尊

敬も愛情も持てずに,魂 が迷いと暗黒の中に引

きずられていく恐怖を静めることができません

でした。それでも耐えて心を清く,愛 をわかせ

ようと努力し,4カ 月が過ぎました。 もう心身
がいこつ

ともに疲れきって骸骨のような相になり,退 廃

的な思いにとらわれていました。

そんな昨年の8月30日,暑 さと悪夢から覚め

やらぬ朝,い つものように太陽の昇るとき,外

気の中で私は震える胸の内を神様に祈 り求めま

した。そのとき,今 まで遠い他国の神様と思っ

ていたはずのイエス･キ リス トを思い浮かべま

した。

｢イエス･キ リスト様 あなた様が本当に人間

をお救いになるお方ならどうぞ教えてください。

私 は今まで道を求めてまいりました。そのため

に今愛する子供たちとも遠く離れて過 ごしてお

ります。これでよいのでしょうか。それで愛す

る人たちのためになるものでしょうか。どうぞ

教えてください。｣

心 から祈 りました。その祈 りの終わらないう

ちに,突 然天空がパッと開けて,私 の心の隅々

まで明るく照 らされ,澄 みわたるのを感 じまし

た。｢す ぐここを去れ1｣と 心にささやくものを.

感 じ,瞬 間的に私の心は一変して喜びがわいて

きました。
ゆうやく

その日,勇 躍 して末日聖徒である末息子のも

とを訪れ,息 子夫婦に次のように問いました。

｢この信仰に何か疑問を持 ったこと.はないの?

何かあるでしょう?｣今 思 えば実に愚問でした。

息子たちは即座に｢そ んなこと考えられない｣

と答え,｢よ かったらここにいて宣教師のレッス

ンを受けてみたら｣と まで言ってくれまレた。

姉妹宣教師を紹介され,毎 日続けてレッスンを

受けました。そのとき私はあたかも神の国にい

るかのようななごやかな雰囲気で包み込 まれて

いるのを感じました。姉妹宣教師は信念と熱意

を持って,.も つれた糸のような私の心から一筋
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ました。私はそのとき,生 涯に一度:だけの大決

心をしたのです。｢こ の兄弟と生活をともにし

て,音 楽の勉強を手伝おう｣と 。厳しい生活を

覚悟しての決心でした。私の家族や友達の強い

反対にあいましたが,教 会の兄弟姉妹の温かい

助けもあり,や っと両親の承諾を得て1年 後に

三宮支部で結婚式を挙げました。

｢私たちは世の人の目を恐れないで
,神様の目

おそ

を畏れて生活 しよう。｣｢家族や友達から,良い結

婚をしたと祝福されるまで,10年 で も20年 で も

頑張 りましょう｣と,ふ たりで話し合いました。

それから9年 間,夫 は神戸でスイングバンド

のピアニス トとして毎夜働 きました。私も貧 し

い家計を助けるために,宣 教師のメイド,パ ー

トタイムのお手伝いさん,洋 裁の下請け,印 刷

の手伝いと何でもやりました。その間に生まれ

た長女は,粉 ミルクではなく牛乳を薄あて飲ま

せ,育 てました。それでも私たちは｢健 康｣と

いう大きな祝福をいただき,貧 しいことは全然

苦しく思いませんでした。そしてちょうど岡町

支部の教会堂建築中に,こ れまで長い間祈 り求

めていた答えが与えられ,｢安 息日を聖 く過ごす

ために｣夫 はスイングバンドの仕事をやめ,英

会話を教える仕事に転職 しました。

健康な方たちにとって職を変えるのは比較的

簡単なことですが,全 盲で,し かもマッサー ジ

や,は りの免許を持たない夫にとって,ピ アノ

を離れての仕事 はとても不安でした。建築中で籍

忙しい岡町の兄弟姉妹が,私 たちのために大変

骨折ってくださり,英 会話の生徒になって月謝

をくださったときは,涙 がとまりませんでした。

それから今 日まで,私 たちは英会話や中学生

に勉強を教える仕事などをふたりでしています。

その間に,ふ たり目の子供にも恵まれ その息

子もこの5月 には神権を受けられる年齢にまで

成長しまレた。

ハ7イ の神殿に参入して,家 族の結び固めを

受けることもできました。また夫はピアノの仕

事を離れてからも勉強を続け,あ ちこちの伝道

部やステーキ部 またワー ド部や支部が主催 し

てくださるコンサー トで,度 々演奏させていた

だきました。大勢の兄弟姉妹がチケットを売っ

たり,会 場の準備をしてくださるなどのご苦労

をいとわず,夫 の演奏を喜んでくださるとき,
おそ

私は主の豊かな恵みに畏れを抱くほどの感謝で

胸が満ちます。

結婚するまで,私 は身近に目の不自.由な人と

接 したこともなく,ま たボランティア活動にも

参加 したことはありませんでした。夫は生まれ

たときから,明 暗もわからない'世界で過 ごして

きた人でした。お互いに理解し合うための本当

に苦しい思い出もたくさんあります。私たちが

ともに生活した25年 間で苦しかったことは,貧

しい生活でもなければ,周 囲の人々の私たちに

接する態度でもなく,ふ たりが真に理解 し,信
.頼 し合うことの困難さだったと思っております

。

夫婦が理解 し合い,助 け合って生活するため

には,ど ちらか一方が犠牲を払えばよいという

ものではありません。お互いに相手の思いを理

解 しようとする謙遜さと思いや り,相 手を喜ば

せようとする知恵,自 分を理解してもらうため

の説得と忍耐 そして義しい判断をするために

よく祈ることが必要だと思います。

私たちはよく話 し合い,理 解し合 う.努力を続

けてこれたことを,夫 に深く感謝 しています。

私のような思慮の浅い,欠 点の多い者が槻 在の

幸せな生活をいただくことができたのは,ア ル

マ書第32章 にある貧 しいゾーラム人と同 じで,

境遇からやむを得ず謙遜になれたからかもしれ

ません。たくさんの試練に耐えるために助けて

くれた夫に心から感謝しております。

夫婦は一方的に相手を助けてあげるボランテ
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エス･キ リスト教会への改宗の決意をお伝えし

ました。

｢モルモン経｣は文語体の部分が理解しにくい

ものの,生 き生きとした日記のような新鮮さと,

疲れたときにも頭がはっきりするような活力が

あるように思います。

また私を教え導いてくださったミッチェル長

老には不思議な力があり,今 までこのような方

にお会いしたことがありませんでした。

改宗の決意をしたときにはまだ｢モ ルモン経｣

を半分ぐらいしか読んでいなかったのですが,

それからバプテスマの日までの1カ 月弱で｢モ

ルモン経｣｢教 義と聖約｣｢高 価なる真珠｣｢福 音

の原則｣を 読み通すことができました。祈 りと

ともにすべての備えができたのです。後 日ステ

ーキ部大会で地区代表の安芸長老のお話の中に

あった｢宣 教師を通 して,あ る力でスーッと運

ばれるのです｣と はこのことだと納得しました。

プロテスタント教会のクリスチャンにとって,

神 とその教義にはベールがかかっています。ア

ダムの物語も神話であり,た とえ話のような感

じがあるのですが,｢高 価なる真珠｣に は神の救

いの計画の一環として ミカエルとも呼ばれるア

ダムが幸福を得 るため肉体を授けられたことが

生き生きと語られています。また1820年 にジョ

セブ･ス ミスに与えられた神とキリス トの示現

や天使モロナイの訪れは感動的なところです。

さらに｢教 義 と聖約｣に は,新 約聖書のキリス

トの言葉が隈かしくさらに詳しく書かれており,

すばらしい聖典です。

私の妻は24年 間プロテスタントの教会に集

っており,お 茶の免状を持 っていて近所の方々

に教えているなどの理由で,改 宗には時間がか

かりそうですが,知 恵の言葉の戒めや食糧貯蔵,

家族の祈 りなどには積極的に協力してくれるの

で感謝 しています。

64

これからは,時 間をかけてゆっくりと妻を説

得 し,正 しい末日聖徒の家族として神殿に参入

する準備をし,永 遠の結び固めができるように

祈 り続けていくつもりです。他の教会ではよく

｢モルモン教徒は熱 匹･ではあるが
,彼 らには救

いと永遠性がない｣と いう声が聞かれますが,

この神殿の存在 こそ,そ れに対する明確な答え

であると思います。(ささき･ま さひろ.1944

年生 まれ,岡 山ワード部 日曜学校教師)

☆…福岡ステーキ部の祝福師であり,百 道中

学教諭である矢野信保兄弟宅で発見された古

文書が,新 聞,テ レビなどのマスコミで取り

あげられ話題となっている。その古文書は天

保8年(1837年)大 阪で起きた｢大 塩平八郎の

乱｣の 模様を見たまま聞いたまま記録した報告

書の写し。矢野兄弟の先祖が福岡県で代々庄屋

をしていたことから,事 件当時久留米藩御用商

人が大阪で目撃し手紙で知らせてきた事件のて

ん末を,先 祖がまとめたものらしい。キンボール

大管長を初め歴代の指導者は記録をつけること

の大切さを強調してきたが,そ の勧告を待つま

でもなく,矢 野兄弟が大切に保存してきた先祖

の日記文や記録から教ヨllや導きを得ている事例

を彼のレポートから見てとることができ,記 録

をつける意義をより身近なものとして感じさせ

てくれる。
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についてわすかな経歴を家に伝わる謎 禄て知 り

得ていただけてしたが,こ れによって,今 まで

の文字だけの先祖像に,ぐ 一んと血を通わせる

ことができました。また私と先祖,信 由との距

離もずっと縮まり,親 しみも倍加しました。

信由の子,信 英についても,｢慶応4年 の日記｣

が現在まで残されているため,イ メーシをふく

らませるのに大いに役立ちました。慶応4年 と

いえば,途 中から明治元年に変わる年で,ま さ

に明治維新のまっただ中。久留米藩でも農民を

含む鉄砲隊を新たに組織していますが,信 英も

その中に加わっていたのか,定 期的に藩士の指

導で砲術の練習をしたことを日記により知るこ

とができます。田舎の方にも維新の影響はひし

ひしと押し寄せていたわけです。またこの信英

については,92歳 の古老よりひとつのエピソー

トを聞くことができました。

｢村のあるノi･作人の家に,ひとりの向学心に燃

える子供がいた。あるときその子が,字 を見て

はたき火あとの灰の上にその字をまねて書き,

覚えようとしている様子を庄屋さん(信 英)が

見て(そ の家には,す ずりや筆,紙 を買う余裕

がなかったので〉,すずりや筆 紙,手 本などを

探 畢側灘 督セ に ヤし
ヰ

ぼ 嘘 爆謡llげ
ヒぱ

轄離 ぐ､璽

1試

与えて,練 習するように勧めた。後にその人は,

寺小屋の師範代 を務めるまでになり,書 道の先

生になった｣と いう話です。この話 も私の信英

像に,血 を通わせるうえで大いに役立ちました。

前記信英の子,信 隆は私の祖父ですが,昭 和

4年 に死亡したためか日記類がまったく失われ

ていて,父 もあまり生前に多くを語ってくれな

かったため,イ メージ化がなかなか困難です。

郡会議員を務めたということを手掛 りに古老に

も聞きましたが,郡 会議貝選挙のとき,祖 父の

選挙事務所に手伝いに行ったときの思い出を語

ってくださった方がおられたくらいで,あ まり

聞き出すことができす,記 録の大切さを改めて

痛感させられました。

一方
,父 信敏 は旧制中学時代に,担 任より日

記をつけるよう勧められて以来,死 の2カ 月前

まで日記を書き続けました。子供の頃,父 の部

屋の一区画に日記だけがずらりと並んでいる棚

があったのを記i意しています。しかしそれらの

日記類 も戦後の混乱 と転居のためほとんとが失

われ,今 も私の手元に残っているのは,私 の生

まれた年である昭和13年 の日記1冊 のみです。

この日記により,私 の生まれた日の家の様子や

ミ
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を
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/∴ 咽新灘余箏の紹傘

完成した函館支部
教会堂
●種がまかれて15年の歩み

國
館の地に初めて回復された福音か宣べ伝

えられたのは,1969年6月 てす。それか

ら約6カ 月後に改宗者が生まれ,現 在では登録

会員 も約300名 を数えるまてになりました。そ

の間約15年 の歳月か流れましたか,私 たちは古

い民家や病院の跡なとを転々とし,信 仰の火を

ともし続けてきました。

函館は北海道でも最 も古 くから栄えてきた街

であり,文 化的遺産が多く,な かても西部地区

には,多 くの立派なキリスト教会や全国的にも

有名なハリス ト教会なとがあり,外 人墓 地など

観光地 区としても有名です。それだけに函館の

市民は,新 しい未知のものには拒否反応を示す

ことが多く,い わゆるよそ者は,受 け入れ難い

面を持っています。

私たちの教えが函館市民に受け入れられるに

は,多 くの困難があったと想像するに難しくあ

りません。 しかし多くの宣教師の方々の献身的

な努力によって,主 の声は宣べ伝えられ,多 く

の方々か改宗しました。教会貝が増えるにつれ

て移転に移転を重ね,昨 年12月 に待望の教会堂

か新築され,昨 年の｢ク リスマスの夕へ｣は 新

聞紙上にも紹介されるまでになりました。

北海道の冬は長く厳しいために,教 会堂にも

それに対応できるように新 しい設備が施されて

います。例えは,礼 拝堂の床下温水暖房なとそ

の一例 てあり,こ れからの教会堂新築のひとっ

の新しい試みとして,現 在そのデータが集計さ

れています。

函館市に隣接 して,多 くの市や町があります

か,そ れらの市町村にはまだ伝道がなされてい

ません。私たちの教会堂の新築によって,そ れ

らの地区に福音が宣べ伝えられ,い つの日にか

函館にステーキ部が樹立される日を待ち望んで

います。そのためにも,私 たちは祝福されて教

会堂か与えられたことを心から感謝 しています。

多くの方々が函館で改宗され,東 京方面に移

っていきました。進学や就職 転勤のため去ら

れましたが,私 たちはこの函館の地で働かれた

多くの方々の努力と犠牲とに心から感謝してお

ります。それらの方々の働 きがなかったなら,

現在の函館支部はなかったことでしょう。(札幌

伝道部函館支部長 古河廉一郎)

舞麟難
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